
令和７年度　社会資本整備総合交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区） 金抜設計書

兵庫県　加東市

2025125400

令和７年度　社会資本整備総合交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）

加東市藤田地内ほか

工 事 名

施 工 場 所

工 事 番 号



)

内 訳 概 要

実施 今回変更 増減額

設計額

（内消費税額）

請負額

（内消費税額）

施工期限

配水管布設替工事

　管布設工　DCIP-GX　φ300  L＝234.4ｍ

　　　　　　　　　　 φ250  L＝456.0ｍ

　　　　　　　　　　 φ200  L＝　4.8ｍ

　　　　　　　　　　 φ150  L＝　1.6ｍ

　　　　　　　　　　 φ100  L＝ 25.4ｍ

　　　　　　　　　　 φ 75  L＝　3.4ｍ

令和 8年 3月31日まで
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数　量　総　括　表

本工事費

管路

開削工

管路土工 (φ300)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

468.80 = 468.80 469 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 165.50 = 165.50 166 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

149.48 = 149.48 150 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

33.09 = 33.09 33 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 165.50 = 165.50 166 m2
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

144.37 = 144.37 140 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 5.10 = 5.10 5 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 149.48 = 149.48 150 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 33.09 = 33.09 33 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13)

　県道歩道 t=30mm 砂散布なし 153.67 = 153.67 154 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13)

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 11.83 = 11.83 12 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20)

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 11.83 = 11.83 12 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道 仕上り厚12cm 153.67 = 153.67 154 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道乗入 仕上り厚10cm 11.83 = 11.83 12 m2

土留工 (φ300)

土留材賃料

1 = 1 1 式

軽量鋼矢板工(両側分) 掘削深2.0m以下

(たて込み･引抜き) 7.10 = 7.10 7.1 ｍ

支保工(軽量金属)設置･撤去 段数1段

掘削深2.0m以下 7.10 = 7.10 7.1 ｍ

管布設工 (φ300)

管材費 (φ300)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ300)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 300mm

233.70 = 233.70 233.7 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 300mm 9 = 9 9 口

GX継手接合 (呼び径 300mm) 直管

39 = 39 39 口

GX継手接合 (呼び径 300mm) G-Linkの接合

11 = 11 11 口

GX継手接合 (呼び径 300mm) 異形管

11 = 11 11 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手接合 (呼び径 75mm) JWWA 7.5K

空気弁 1 = 1 1 口

GX継手取外し (呼び径 300mm) 異形管

既設第４工区 1 = 1 1 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)設置 縦型仕切弁

呼び径 300mm 1 = 1 1 箇所

仕切弁室設置工 円形2号

d=0.8m 1 = 1 1 箇所

空気弁設置 呼び径 13～25mm 人力施工

1 = 1 1 箇所

空気弁室設置工 円形3号

d=0.8m 1 = 1 1 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 300mm) 233.70 = 233.70 233.7 ｍ

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

摘　要

工 事 名

工　種　・　種　別　・　細　目 数　量

令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分

算　　　　式

工事区分

水道施設工事

単位

管路

ﾀｯｸｺｰﾄ

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

補助工事（1/9）                 



数　量　総　括　表

摘　要

工 事 名

工　種　・　種　別　・　細　目 数　量

令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分

算　　　　式

工事区分

水道施設工事

単位

管路

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

233.70 = 233.70 233.7 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工) 呼び径 300mm×6000mm 材料L=236.1m

233.70 = 233.70 233.7 ｍ

既設消火栓室撤去工 角形1号

d=1.0m 1 = 1 1 箇所

管路土工 (φ250)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

810.80 = 810.80 810 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 269.87 = 269.87 270 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

218.36 = 218.36 220 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

53.16 = 53.16 53 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 265.85 = 265.85 266 m2

掘削 土砂

現場制約あり（人力） 2.85 = 2.85 3 m3
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

209.96 = 209.96 210 m3

埋戻工 (埋戻し材->現場発生土) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

1.58 = 1.58 2 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 14.80 = 14.80 15 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 219.59 = 219.59 220 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 53.16 = 53.16 53 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道、市道歩道 t=30mm 砂散布なし 137.00 = 137.00 137 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入、市道車道 t=50mm 砂散布なし 20.77 = 20.77 21 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 112.10 = 112.10 112 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 39.72 = 39.72 40 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 72.38 = 72.38 72 m2

上層路盤（車道・路肩部） 瀝青安定処理材(再生材) TOP25 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道車道 t=100mm 72.38 = 72.38 72 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　市道車道 仕上り厚15cm 18.85 = 18.85 19 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道 仕上り厚12cm 133.01 = 133.01 133 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道乗入、県道車道 仕上り厚10cm 112.10 = 112.10 112 m2

路盤工 (再生切込砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　市道歩道 仕上り厚10cm 1.89 = 1.89 2 m2

カッター汚泥運搬・処分 3tトラック

運搬距離 13.3km 2.06 = 2.06 2.06 ｔ

管布設工 (φ250)

管材費 (φ250)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ250)

1 = 1 1 式

仮設配管賃料 (250A)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 250mm

389.30 = 389.30 389.3 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 250mm 16 = 16 16 口

GX継手接合 (呼び径 250mm) 直管

76 = 76 76 口

GX継手接合 (呼び径 250mm) G-Linkの接合

19 = 19 19 口

GX継手接合 (呼び径 250mm) 異形管

28 = 28 28 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手接合 (呼び径 250mm) JWWA 7.5K

短管1号 1 = 1 1 口
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数　量　総　括　表

摘　要

工 事 名

工　種　・　種　別　・　細　目 数　量

令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分

算　　　　式

工事区分

水道施設工事

単位

管路

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 250mm) 継手：K形

特殊押輪補正あり 1 = 1 1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 250mm) 継手：K形

特殊押輪補正なし 2 = 2 2 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)設置 縦型仕切弁

呼び径 250mm 9 = 9 9 箇所

不断水連絡工 (250mm×250mm) CIP F型

1 = 1 1 箇所

仕切弁室設置工 円形2号

d=0.8m 10 = 10 10 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 250mm) 389.30 = 389.30 389.3 ｍ

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

389.30 = 389.30 389.3 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工) 呼び径 250mm×5000mm 材料L=397.3m

389.30 = 389.30 389.3 ｍ

既設仕切弁室撤去工 円形2号

上部工のみ d=1.0m 10 = 10 10 箇所

既設空気弁・消火栓室撤去工 角形1号 空気弁×２

上部工のみ d=1.0m 4 = 4 4 箇所

鋳鉄管(既設管)撤去切断工 鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 250mm 4 = 4 4 口

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 200mm 短管１号

0.10 = 0.10 0.1 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 200mm 1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 200mm) 異形管

3 = 3 3 口

GX継手接合 (呼び径 150mm) 異形管

1 = 1 1 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手接合 (呼び径 200mm) JWWA 7.5K

1 = 1 1 口

不断水連絡工 (200mm×200mm)

1 = 1 1 箇所

仮設配管工 呼び径 250A

ｽﾃﾝﾚｽ管 7.9 = 7.9 7.9 ｍ

G型継手接合 (呼び径 250A) ｽﾃﾝﾚｽ管

8 = 8 8 口

鋳鉄用ｼﾞｮｲﾝﾄ継手接合 ｽﾃﾝﾚｽ管

(呼び径 250A) 2 = 2 2 口

配管材撤去工 呼び径 250A

ｽﾃﾝﾚｽ管 1 = 1 1 式

仮設工

仮設工

 交通管理工

交通誘導警備員B

105 = 105 105 人

運搬費

 仮設材運搬費

仮設材等の運搬 (往路) 製品長->12m以内

運搬距離 1.9km 0.729 = 0.73 0.7 t

仮設材等の運搬 (復路) 製品長->12m以内

運搬距離 1.9km 0.729 = 0.73 0.7 t

仮設材等の積込み・取卸し 積込み取卸し(往復分)

0.729 = 0.73 0.7 t

共通仮設費

 技術管理費

通水試験工 既設管と連絡して給水車不要

630.0 / 725.6 = 0.868 0.87 日

234.4+0.1+395.5

消火栓×２
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数　量　総　括　表

附帯工事費

管路

開削工

管路土工 (φ250)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

96.60 = 96.60 97 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 31.40 = 31.40 31 m2

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ撤去工 撤去[再使用目的]

14.95 = 14.95 15 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

47.26 = 47.26 47 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

6.28 = 6.28 6 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 31.40 = 31.40 31 m2
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

36.53 = 36.53 37 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 1.53 = 1.53 2 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 47.26 = 47.26 47 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 6.28 = 6.28 6 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道 t=30mm 砂散布なし 13.00 = 13.00 13 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 18.40 = 18.40 18 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 13.85 = 13.85 14 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 4.55 = 4.55 5 m2

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ設置工 直線

[設置手間のみ]　市道歩道 ﾌﾞﾛｯｸ厚6cm 11.59 = 11.59 12 m2

上層路盤（車道・路肩部） 瀝青安定処理材(再生材) TOP25 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道車道 t=100mm 4.55 = 4.55 5 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道 仕上り厚12cm 13.00 = 13.00 13 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道車道、県道歩道乗入 仕上り厚10cm 18.40 = 18.40 18 m2

路盤工 (再生砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　市道歩道 仕上り厚10cm 11.59 = 11.59 12 m2

カッター汚泥運搬・処分 3tトラック

運搬距離 13.3km 0.36 = 0.36 0.36 ｔ

土留工 (φ250)

土留材賃料

1 = 1 1 式

軽量鋼矢板工(両側分) 掘削深2.5m以下

(たて込み･引抜き) 2.40 = 2.40 2.4 ｍ

支保工(軽量金属)設置･撤去 段数2段

掘削深3.5m以下 2.40 = 2.40 2.4 ｍ

管布設工 (φ250)

管材費 (φ250)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ250)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 250mm

59.80 = 59.80 59.8 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 250mm 2 = 2 2 口

GX継手接合 (呼び径 250mm) 直管

11 = 11 11 口

GX継手接合 (呼び径 250mm) 異形管

2 = 2 2 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)設置 縦型仕切弁

呼び径 250mm 1 = 1 1 箇所

仕切弁室設置工 円形2号

d=0.8m 1 = 1 1 箇所

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

単独工事（4/9）                 



数　量　総　括　表

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 250mm) 59.80 = 59.80 59.8 ｍ

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

59.80 = 59.80 59.8 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工) 呼び径 250mm×5000mm 材料L=60.1m

59.80 = 59.80 59.8 ｍ

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 200mm

4.00 = 4.00 4.0 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 200mm 1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 200mm) G-Linkの接合

1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 200mm) 異形管

1 = 1 1 口

減圧弁室設置工 据付 W=2tを超え4t以下

基礎砕石->円形断面以外 1 = 1 1 式

管路土工 (φ150)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

3.20 = 3.20 3 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 0.96 = 0.96 1 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

0.69 = 0.69 1 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

0.19 = 0.19 0.2 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 0.96 = 0.96 1 m2
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

0.70 = 0.70 1 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 0.05 = 0.05 0.05 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 0.69 = 0.69 0.7 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 0.19 = 0.19 0.2 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　市道車道 t=50mm 砂散布なし 0.96 = 0.96 1 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　市道車道 仕上り厚15cm 0.96 = 0.96 1 m2

管布設工 (φ150)

管材費 (φ150)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ150)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 150mm

1.60 = 1.60 1.6 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 150mm 1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 150mm) 直管

1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 150mm) 異形管

1 = 1 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 150mm) 1.60 = 1.60 1.6 ｍ

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

1.60 = 1.60 1.6 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工（鋳鉄管布設工） 呼び径 150mm×5000mm 材料L=2.6m

1.60 = 1.60 1.6 ｍ

管路土工 (φ100)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

57.20 = 57.20 57 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 18.78 = 18.78 19 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

11.00 = 11.00 11 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

3.76 = 3.76 4 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 18.78 = 18.78 19 m2
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数　量　総　括　表

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

掘削 土砂

現場制約あり 1.81 = 1.81 2 m3
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

12.74 = 12.74 13 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 1.70 = 1.70 2 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 12.81 = 12.81 13 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 3.76 = 3.76 4 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道、県道歩道乗入 t=50mm 18.78 = 18.78 19 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 3.63 = 3.63 4 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 15.15 = 15.15 15 m2

上層路盤（車道・路肩部） 瀝青安定処理材(再生材) TOP25 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道車道 t=100mm 15.15 = 15.15 15 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道車道、県道歩道乗入 仕上り厚10cm 18.78 = 18.78 19 m2

管布設工 (φ100)

管材費 (φ100)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ100)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 100mm

23.40 = 23.40 23.4 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 100mm 7 = 7 7 口

GX継手接合 (呼び径 100mm) 直管

5 = 5 5 口

GX継手接合 (呼び径 100mm) G-Linkの接合

6 = 6 6 口

GX継手接合 (呼び径 100mm) 異形管

11 = 11 11 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 150mm) 継手：K形

特殊押輪補正あり 1 = 1 1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 150mm) 継手：K形

特殊押輪補正なし 1 = 1 1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 100mm) 継手：K形

特殊押輪補正あり 1 = 1 1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手接合 (呼び径 100mm) 継手：K形

特殊押輪補正なし 1 = 1 1 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)設置 縦型仕切弁

呼び径 100mm 4 = 4 4 箇所

不断水連絡工 (100mm×100mm)

2 = 2 2 箇所

穿孔口防食ｽﾘｰﾌﾞ取付け工

(呼び径 100mm) 2 = 2 2 箇所

不断水仕切弁設置工 呼び径 100mm

1 = 1 1 箇所

仕切弁室設置工 円形1号

d=0.8m 6 = 6 6 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 100mm) 23.40 = 23.40 23.4 ｍ

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

23.40 = 23.40 23.4 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工) 呼び径 100mm×4000mm 材料L=9.8m

23.40 = 23.40 23.4 ｍ

鋳鉄管(既設管)撤去切断工 鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 150mm 2 = 2 2 口

鋳鉄管(既設管)撤去切断工 鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 100mm 2 = 2 2 口

管路土工 (φ75)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

11.20 = 11.20 11 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 4.48 = 4.48 4 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

2.39 = 2.39 2 m3
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数　量　総　括　表

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

0.90 = 0.90 1 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 4.48 = 4.48 4 m2

掘削 土砂

現場制約あり 1.18 = 1.18 1 m3
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

3.98 = 3.98 4 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 0.23 = 0.23 0.2 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 3.56 = 3.56 4 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 0.90 = 0.90 1 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入、その他車道 t=50mm 砂散布なし 3.58 = 3.58 4 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 0.90 = 0.90 1 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 0.90 = 0.90 1 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道乗入、その他車道 仕上り厚10cm 4.48 = 4.48 4 m2

管布設工 (φ75)

管材費 (φ75)

1 = 1 1 式

その他材料費 (φ75)

1 = 1 1 式

鋳鉄管吊込み据付 (機械力) 呼び径 75mm

2.90 = 2.90 2.9 ｍ

鋳鉄管(新設管)切断工 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ) 呼び径 75mm 1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 75mm) G-Linkの接合

1 = 1 1 口

GX継手接合 (呼び径 75mm) 異形管

5 = 5 5 口

GX継手接合 (呼び径 100mm) 異形管

1 = 1 1 口

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 離脱防止金具を使用する

(呼び径 75mm) 1 = 1 1 口

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 離脱防止金具を使用しない

(呼び径 75mm) 1 = 1 1 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)設置 縦型仕切弁

呼び径 75mm 1 = 1 1 箇所

不断水連絡工 (75mm×75mm)

1 = 1 1 箇所

穿孔口防食ｽﾘｰﾌﾞ取付け工

(呼び径 75mm) 1 = 1 1 箇所

不断水仕切弁設置工 呼び径 75mm

1 = 1 1 箇所

仕切弁室設置工 円形1号

d=0.8m 3 = 3 3 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆

(呼び径 75mm) 2.90 = 2.90 2.9 ｍ

管明示ｼｰﾄ工 W=150 ダブル

2.90 = 2.90 2.9 ｍ

管明示ﾃｰﾌﾟ工 (鋳鉄管布設工) 呼び径 75mm×4000mm 材料L=0.9m

2.90 = 2.90 2.9 ｍ

塩ﾋﾞ管(既設管)撤去切断工 塩ﾋﾞ管

呼び径 75mm 1 = 1 1 口

消火栓設置工

管材費 (消火栓)

1 = 1 1 式

その他材料費 (消火栓)

1 = 1 1 式

消火栓(地下式 単口)設置工 機械施工

ﾌﾗﾝｼﾞ接合1口含む 2 = 2 2 箇所

消火栓(地下式 双口)設置工 機械施工

ﾌﾗﾝｼﾞ接合1口含む 1 = 1 1 箇所

消火栓室設置工 円形3号

d=0.8m 3 = 3 3 箇所

単独工事（7/9）                 



数　量　総　括　表

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

ﾌﾗﾝｼﾞ継手接合 (呼び径 75(80)mm) JWWA 7.5K

3 = 3 3 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手接合 (呼び径 100mm) JWWA 7.5K

1 = 1 1 口

飲料水供給施設工

飲料水供給施設工

管路土工 (給水管)

舗装版切断 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版) As舗装版厚->15cm以下

22.00 = 22.00 22 ｍ

舗装版取壊し積込工 舗装厚⇒0cm越え 10cm以下

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3 6.60 = 6.60 7 m2

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ撤去工 撤去[再使用目的]

0.60 = 0.60 0.6 m2

掘削積込工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

3.33 = 3.33 3 m3

掘削積込工　鉱滓 ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

1.32 = 1.32 1 m3

鉱滓破砕 ブレーカー使用

t=200mm 6.60 = 6.60 7 m2
埋戻工 (埋戻し材->再生切込砕石) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

2.17 = 2.17 2 m3

埋戻工 (埋戻し材->ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ) ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3

1.44 = 1.44 1 m3

As殻運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 8.0km 0.35 = 0.35 0.4 m3

土砂運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 2.4km 3.33 = 3.33 3 m3

鉱滓運搬・処分 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(4t積)

運搬距離 17.1km 1.32 = 1.32 1 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道 t=30mm 砂散布なし 2.40 = 2.40 2 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 密粒度ｱｽｺﾝ[再](13) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道、県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 4.20 = 4.20 4 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道歩道乗入 t=50mm 砂散布なし 3.00 = 3.00 3 m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (人力) 粗粒度ｱｽｺﾝ[再](20) ﾀｯｸｺｰﾄ

　県道車道 t=50mm 砂散布なし 1.20 = 1.20 1 m2

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ設置工 直線

[設置手間のみ]　市道歩道 ﾌﾞﾛｯｸ厚6cm 0.60 = 0.60 0.6 m2

上層路盤（車道・路肩部） 瀝青安定処理材(再生材) TOP25 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

　県道車道 t=100mm 1.20 = 1.20 1 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道歩道 仕上り厚12cm 2.40 = 2.40 2 m2

路盤工 (粒調砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　県道車道、県道歩道乗入 仕上り厚10cm 4.20 = 4.20 4 m2

路盤工 (再生砕石) 上層路盤 施工幅:1.8m未満 

　市道歩道 仕上り厚10cm 0.60 = 0.60 0.6 m2

管布設工 (給水管)

管材費 (給水管)

1 = 1 1 式

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付 呼び径 50mm

1.00 = 1.00 1.0 ｍ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付 呼び径 25mm

1.00 = 1.00 1.0 ｍ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付 呼び径 20mm

10.00 = 10.00 10.0 ｍ

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込 給水管呼び径 50mm

(鋳鉄管 呼び径 250mm) 1 = 1 1 箇所

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込 給水管呼び径 25mm

(鋳鉄管 呼び径 250mm) 1 = 1 1 箇所

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込 給水管呼び径 20mm

(鋳鉄管 呼び径 250mm) 8 = 8 8 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(新設管)切断工 呼び径 50mm

1 = 1 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(新設管)切断工 呼び径 25mm

1 = 1 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(新設管)切断工 呼び径 20mm

8 = 8 8 口

単独工事（8/9）                 



数　量　総　括　表

工 事 名 令和７年度　生活基盤施設耐震化等交付金事業　老朽配水管布設替工事（高区系統第５工区）
事業区分 水道施設工事

工事区分 管路

工　種　・　種　別　・　細　目 算　　　　式 数　量 単位 摘　要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径 50mm

4 = 4 4 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径 25mm

4 = 4 4 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径 20mm

32 = 32 32 口

ｺｱ取付け工 (呼び径 50mm)

1 = 1 1 箇所

ｺｱ取付け工 (呼び径 25mm)

1 = 1 1 箇所

ｺｱ取付け工 (呼び径 20mm)

8 = 8 8 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(既設管)撤去切断工 呼び径  50mm

1 = 1 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(既設管)撤去切断工 呼び径  25mm

1 = 1 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(既設管)撤去切断工 呼び径  20mm

8 = 8 8 口

仮設工

仮設工

 交通管理工

交通誘導警備員B

48 = 48 48 人

運搬費

 仮設材運搬費

仮設材等の運搬 (往路) 製品長->12m以内

運搬距離 1.9km 0.612 = 0.61 0.6 t

仮設材等の運搬 (復路) 製品長->12m以内

運搬距離 1.9km 0.612 = 0.61 0.6 t

仮設材等の積込み・取卸し 積込み取卸し(往復分)

0.612 = 0.61 0.6 t

共通仮設費

 技術管理費

通水試験工 既設管と連絡して給水車不要

95.6 / 725.6 = 0.132 0.13 日

4.7+60.5+1.6+25.4+3.4

単独工事（9/9）                 



配 水 管 布 設 工 事

（　補助：φ３００　）



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ300)　補助 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-1 R-2 合　計 摘　　要

GX形1種 16 19 35
DCIP 直管 φ300×6000L 6.000 本

GX形1種 ｍ 8.50 8.00 4 切管用
DCIP 直管 φ300×6000L 1.000 本

GX形内粉 3 1 4
DCIP 曲管 φ300×45° 0.560 個

GX形内粉 3 3
DCIP 曲管 φ300×22°1/2 0.469 個

GX形内粉 1 3 4
DCIP 両受曲管 φ300×45° 0.375 個

GX形内粉 1 1
DCIP 両受曲管 φ300×22°1/2 0.169 個

GX形内粉 0.235 1 1
DCIP 2受丁字管 φ300×100 0.480 個

GX形内粉 2 2
DCIP F付丁字管 φ300×75 0.485 個

GX形受挿し 1 1
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ300 0.700 個

GX形内粉 1 1
受挿し片落管 φ300×250 0.420 個

ﾚﾊﾞｰ式 1 1
ﾎﾞｰﾙ形補修弁 φ75×100Ｈ 個

1 1
急速空気弁 φ25 基

SUS304 B,N GF 2 2
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ75 7.5K 組

SUS304 B,N RF 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ75 7.5K 組

4 7 11
G-Liｎkｾｯﾄ φ300 組

GX形 6 5 11
接続部材 φ300 個

GX形 4 4 8
ﾗｲﾅ φ300 個

円形2号 1 1
仕切弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

1 1
空気弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 108.1 125.6 233.7
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ300 ｍ

108.1 125.6 233.7
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

109.2 126.9 236.1 L=1.01/m
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ300 ｍ

108.1 125.6 233.7
管延長 (DCIP-GXφ300)　補助 ｍ

0.7 0.7
仕切弁延長 (DCIP-GXφ300)　補助 ｍ

108.1 126.3 234.4
総延長 (DCIP-GXφ300)　補助 ｍ

空気弁



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ300)　補助 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-1 R-2 小　計 摘　　要

機械 108.1 125.6 233.7
鋳鉄管据付工 φ300 ｍ

9 切管調書
鋳鉄管切断工 φ300 口

直管接合 18 21 39
GX形 継手工 φ300 口

異形管接合 G-Link 4 7 11
GX形 継手工 φ300 口

異形管接合 6 5 11
GX形 継手工 φ300 口

7.5K 1 1 空気弁
ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 口 丁字管×補修弁

異形管 1 1 既設第４工区
GX形 継手取外工 φ300 口

縦型仕切弁 1 1
仕切弁設置工 φ300 箇所

円形2号 1 1
仕切弁室設置工 H=0.8ｍ 箇所

1 1
空気弁設置工 φ25 箇所

円形3号 1 1
空気弁室設置工 H=0.8ｍ 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 108.1 125.6 233.7
被　覆　工 φ300 ｍ

108.1 125.6 233.7
埋設標示帯工 W150　ダブル ｍ

108.1 125.6 233.7 材料L=236.1m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ300 ｍ
既設消火栓 角形1号 1 1
室撤去工 箇所

形状・寸法

H=1.0ｍ（上部工のみ）



6.00 ｍ ｍ（補助） NO.3

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 4.60 G G 1.30 GX

R-1 R-1

GX 1.60 G G 1.00 G G 1.00 GX

R-1 R-2 R-1

GX 3.30 G G 1.00 G G 1.00 GX

R-2 R-2 R-2

GX 1.70 G GX

R-2

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

4 ｍ ｍ 16.50 7.50 9.00 11.00

DCIP-GXφ300

11.20 5.30

甲切管計 乙切管計

4 1.700 4.300 1 1

3 5.300 0.700 3 4

2 3.600 2.400 3 4

1 5.900 0.100 2 2

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管 切断 G-Link



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ300)　補助 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.4 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-1 R-2 小　計 摘　　要

（土工延長）
県道歩道一般As 3.8 3.8

掘削断面8 φ300 d=1.50 ｍ
県道歩道一般As 3.3 3.3

掘削断面9 φ300 d=1.20 ｍ
県道歩道一般As 91.3 115.3 206.6

掘削断面10 φ300 d=0.80 ｍ
県道歩道一般As 3.8 3.8

掘削断面11 φ300 d=0.60 ｍ
県道歩道乗入As 9.7 7.2 16.9

本設断面12 φ300 d=0.80 ｍ

形状・寸法



上段：変更前　

(DCIP-GXφ300)　補助 NO.5 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 3.8 3.3 206.6 3.8

　 As 2.00 7.60 2.00 6.60 2.00 413.20 2.00 7.60 435.00

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 0.90 3.42 0.90 2.97 0.70 144.62 0.70 2.66 153.67

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

1.43 5.43 1.16 3.83 0.62 128.09 0.48 1.82 139.17

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓 0.18 0.68 0.18 0.59 0.14 28.92 0.14 0.53 30.72

機械掘削工 BH0.28 m3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 1.42 5.40 1.15 3.80 0.60 123.96 0.46 1.75 134.91

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.03 0.11 0.03 0.10 0.02 4.13 0.02 0.08 4.42

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 1.43 5.43 1.16 3.83 0.62 128.09 0.48 1.82 139.17

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.18 0.68 0.18 0.59 0.14 28.92 0.14 0.53 30.72

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 0.90 3.42 0.90 2.97 0.70 144.62 0.70 2.66 153.67

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm  ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30 0.90 3.42 0.90 2.97 0.70 144.62 0.70 2.66 153.67

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

矢板工 軽量金属支保1段 1.00 3.80 1.00 3.30 7.10

(両側建込み) H=2.00m ｍ

鉱滓 0.90 3.42 0.90 2.97 0.70 144.62 0.70 2.66 153.67

機械掘削工 BH0.28 m2

県道歩道一般As 県道歩道一般As 県道歩道一般As 県道歩道一般As

掘削断面8 掘削断面9 掘削断面10 掘削断面11

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=1.50 d=1.20 d=0.80 d=0.60

小 計



(DCIP-GXφ300)　補助

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm  ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

矢板工 軽量金属支保1段

(両側建込み) H=2.00m ｍ

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m2

上段：変更前　

NO.6 下段：変更後　

16.9

2.00 33.80 33.80 468.80

0.70 11.83 11.83 165.50

0.61 10.31 10.31 149.48

0.14 2.37 2.37 33.09

0.56 9.46 9.46 144.37

0.04 0.68 0.68 5.10

0.61 10.31 10.31 149.48

0.14 2.37 2.37 33.09

153.67

0.70 11.83 11.83 11.83

0.70 11.83 11.83 11.83

153.67

0.70 11.83 11.83 11.83

7.10

0.70 11.83 11.83 165.50

県道歩道乗入As

本設断面12
小 計 合 計

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80



配 水 管 布 設 工 事

（　補助：φ２５０　）



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250) 補助 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-2 R-2枝2 R-3 R-3枝3 合　計 摘　　要

GX形1種 16 1 41 8 66
DCIP 直管 φ250×5000L 5.000 本

GX形1種 ｍ 9.40 10.70 18.30 4.50 11 切管用
DCIP 直管 φ250×5000L 1.000 本

GX形内粉 4 4 2 10
DCIP 曲管 φ250×45° 0.560 個

GX形内粉 3 3
DCIP 曲管 φ250×22°1/2 0.459 個

GX形内粉 1 1
DCIP 両受曲管 φ250×22°1/2 0.159 個

GX形内粉 1 1
DCIP 2受丁字管 φ250×100 0.500 個

GX形内粉 1 1 3 1 6
DCIP 2受丁字管 φ250×250 0.660 個

GX形内粉 1 1 2
DCIP F付丁字管 φ250×75 0.470 個

GX形内粉 1 1 2
DCIP 継輪 φ250 0.250 個

GX形内粉 1 1
DCIP 短管1号 φ250 0.100 個

K形 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶ帽 φ250 個

K形 特殊割押輪なし 1 1 2
ﾒｶ帽 φ250 個

CIP用 F型 1 1
不断水丁字管 φ250×250 基

GX形受挿し 1 2 3 2 8
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ250 0.680 個

GX形両受 1 1
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ250 0.300 個

ﾌﾗﾝｼﾞ 1 1
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ250 0.380 個

GX形内粉 1 2 3
受挿し片落管 φ250×200 0.440 個

GX形内粉 1 1 2
受挿し片落管 φ200×150 0.420 個

GX形内粉 1 1
受挿し片落管 φ150×100 0.410 個

SUS304 B,N GF 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ250 7.5K 組

SUS304 B,N RF 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ250 7.5K 組

4 4 8 3 19
G-Liｎkｾｯﾄ φ250 組

GX形 3 7 12 6 28
接続部材 φ250 個

GX形 8 3 8 4 23
ﾗｲﾅ φ250 個

GX形内粉 1 1
DCIP 短管1号 φ200 0.090 個

CIP用 V型 1 1
不断水丁字管 φ200×200 基

GX形 2 1 3 片落ち250*200

接続部材 φ200 個
GX形 1 1 片落ち200*150

接続部材 φ150 個
SUS304 B,N GF 1 1

ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ200 7.5K 組
不断水～
短管１号



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250) 補助 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-2 R-2枝2 R-3 R-3枝3 合　計 摘　　要

円形2号 1 2 4 3 10
仕切弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ250 ｍ

92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

94.7 19.6 235.1 47.7 397.1 L=1.02/m
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ250 ｍ

GX形内粉 0.200 (2) (1) (2) (5) 分岐側
DCIP 2受丁字管 φ250×250 個

SUS G型 1 1
直管 250A×4,000L 4.000 本

SUS G型 1 1
直管 250A×500L 0.500 本

SUS G型 1 1
ﾌﾚｷ管 250A 1.600 本

SUS G型 2 2
45°ｴﾙﾎﾞ 250A 0.413 個

SUS G型 1 1
撤去用直管 250A 0.503 個

SUS H型 2 2
鋳鉄用ｼﾞｮｲﾝﾄ 250A 0.180 個

受×受 1 1
接続短管 250A 0.076 個

7.9 7.9
管延長 (SUS250A) ｍ

7.9 7.9
総延長 (SUS250A) ｍ

0.1 0.1
管延長 (DCIP-GXφ200)

0.1 0.1
総延長 (DCIP-GXφ200)

92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
管延長 (DCIP-GXφ250) 補助 ｍ

0.7 1.4 2.4 1.7 6.2
仕切弁延長 (DCIP-GXφ250) 補助 ｍ

93.5 20.6 232.9 48.5 395.5
総延長 (DCIP-GXφ250) 補助 ｍ



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250) 補助 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.3 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-2 R-2枝2 R-3 R-3枝3 合　計 摘　　要

機械 92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
鋳鉄管据付工 φ250 ｍ

16 切管調書
鋳鉄管切断工 φ250 口

直管接合 20 3 45 8 76
GX形 継手工 φ250 口

異形管接合 G-Link 4 4 8 3 19
GX形 継手工 φ250 口

異形管接合 3 7 12 6 28
GX形 継手工 φ250 口

7.5K 1 1 短管１号

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ250 口
K形 特殊割押輪あり 1 1

ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ250 口
K形 特殊割押輪なし 1 1 2

ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ250 口
縦型仕切弁 1 2 3 3 9

仕切弁設置工 φ250 箇所
CIP　F型 1 1

不断水連絡工 φ250×250 箇所
円形2号 1 2 4 3 10

仕切弁室設置工 H=0.8ｍ 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
被　覆　工 φ250 ｍ

92.8 19.2 230.5 46.8 389.3
埋設標示帯工 W150　ダブル ｍ

92.8 19.2 230.5 46.8 389.3 材料L=397.1m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ250×5000 ｍ

円形2号 3 1 5 1 10
既設仕切弁室撤去工 箇所
既設空気弁・消火栓 角形1号 2 1 1 4 空気弁×2

室撤去工 箇所 消火栓×2
CIP 2 2 4

既設管切断工 φ250 口
機械 0.1 0.1 短管１号

鋳鉄管据付工 φ200 ｍ

異形管接合 2 1 3 片落管
GX形 継手工 φ200 口

異形管接合 1 1 片落管

GX形 継手工 φ150 口
7.5K 1 1 不断水×短管

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ200 口
CIP 1 1

不断水連絡工 φ200×200 箇所
7.9 7.9

ﾘｰｽ材布設工 250A ｍ
G型 8 8

ﾘｰｽ材継手工 250A 口
2 2

鋳鉄用ｼﾞｮｲﾝﾄ継手工 250A 箇所
1 1

仮設配管撤去工 250A 式

形状・寸法

H=1.0ｍ（上部工のみ）

H=1.0ｍ（上部工のみ）



DCIP-GXφ250 5.00 ｍ ｍ　（補助） NO.4

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 0.80 G G 1.80 GX

R-2 R-3

GX 1.50 G G 3.00 GX

R-2 R-2枝2

GX 3.50 G K 1.00 GX

R-2 R-2枝2

GX 4.00 G G 1.00 GX

R-2枝2 R-3枝3

GX 2.70 G G 1.80 GX

R-2枝2 R-3

GX 2.00 G G 3.00 GX

R-3 R-3

GX 0.80 G

R-3

GX 4.70 G

R-3

GX 4.20 G

R-3

G 2.50 GX

R-3枝3

GX 3.60 G G 1.00 GX

R-2 R-3枝3

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

11 ｍ ｍ 42.90 12.10 16.00 19.00

1

1

10 2.500

乙切管計甲切管計

3 4.500 0.500

27.80

1 2

2

2

15.10

1

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管

2

2.400 2 2

切断 G-Link

1 2.600

4.500 0.500 2

5 2

1

5.000

0.800 4.200

1

0.300

1

1

8 4.700

4.500 0.500 2

9

11

2.500

0.400

R-2枝2既設連絡箇所

R-3枝1分岐丁字管

4.200 0.800

21

2

6

1

2

4 5.000

7

1 1

1

4.600



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250) 補助 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.5 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-2 R-2枝2 R-3 R-3枝3 合　計 摘　　要

（土工延長）
県道歩道一般As 1.6 1.6

不断水断面1 φ250×250 d=1.00 ｍ
市道歩道一般As 1.4 1.4

不断水断面2 φ200×200 d=1.00 ｍ
県道車道As 17.6 71.7 19.1 108.4

掘削断面13 φ250 d=0.80 ｍ
県道歩道一般As 3.7 3.7

掘削断面14 φ250 d=1.20 ｍ
県道歩道一般As 68.1 3.0 120.9 192.0

掘削断面15 φ250 d=0.80 ｍ
県道歩道一般As 1.5 1.5

掘削断面16 φ250 d=0.60 ｍ
県道歩道乗入As 21.7 36.4 58.1

掘削断面17 φ250 d=0.80 ｍ
県道歩道乗入As 3.0 3.0

掘削断面18 φ250 d=0.60 ｍ
市道車道As 29.0 29.0

掘削断面20 φ250 d=0.80 ｍ
県道車道As 3.2 3.2

掘削断面31 250A d=0.60 ｍ
県道車道As 3.2 3.2

掘削断面31-T 250A d=0.60 ｍ
県道歩道一般As 3.5 3.5

掘削断面32 250A d=0.60 ｍ
県道歩道一般As 3.5 3.5

掘削断面32-T 250A d=0.60 ｍ

形状・寸法



上段：変更前　

(DCIPφ250)補助 NO.6 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 1.6 1.4 108.4 3.7

　 As 2.00 3.20 2.00 2.80 2.00 216.80 2.00 7.40 230.20

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 1.70 2.72 1.35 1.89 0.65 70.46 0.65 2.41 77.48

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

0.80 1.28 0.63 0.88 0.50 54.20 0.81 3.00 59.36

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓 0.34 0.54 0.27 0.38 0.13 14.09 0.13 0.48 15.49

機械掘削工 BH0.28 m3

1.08 1.73 0.80 1.12 2.85

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 2.02 3.23 1.57 2.20 0.44 47.70 0.80 2.96 56.09

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

発生土

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.05 0.08 0.04 0.06 0.07 7.59 0.02 0.07 7.80

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 1.88 3.01 1.43 2.00 0.50 54.20 0.81 3.00 62.21

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.34 0.54 0.27 0.38 0.13 14.09 0.13 0.48 15.49

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 1.70 2.72 1.35 1.89 0.65 2.41 7.02

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As 0.65 70.46 70.46

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As 0.65 70.46 70.46

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工 0.65 70.46 70.46

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=15cm m2

粒調砕石M30 1.70 2.72 0.65 2.41 5.13

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30 0.65 70.46 70.46

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40 1.35 1.89 1.89

路盤工 t=10cm m2

鉱滓 1.70 2.72 1.35 1.89 0.65 70.46 0.65 2.41 77.48

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

県道歩道一般As 市道歩道一般As 県道車道As 県道歩道一般As

不断水断面1 不断水断面2 掘削断面13 掘削断面14

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=1.00 d=1.00 d=0.80 d=1.20

小 計



(DCIPφ250)補助

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m3

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

発生土

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=15cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40

路盤工 t=10cm m2

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

上段：変更前　

NO.7 下段：変更後　

192.0 1.5 58.1 3.0

2.00 384.00 2.00 3.00 2.00 116.20 2.00 6.00 509.20

0.65 124.80 0.65 0.98 0.65 37.77 0.65 1.95 165.50

0.55 105.60 0.42 0.63 0.53 30.79 0.40 1.20 138.22

0.13 24.96 0.13 0.20 0.13 7.55 0.13 0.39 33.10

0.54 103.68 0.41 0.62 0.51 29.63 0.38 1.14 135.07

0.02 3.84 0.02 0.03 0.03 1.74 0.03 0.09 5.70

0.55 105.60 0.42 0.63 0.53 30.79 0.40 1.20 138.22

0.13 24.96 0.13 0.20 0.13 7.55 0.13 0.39 33.10

0.65 124.80 0.65 0.98 125.78

0.65 37.77 0.65 1.95 39.72

0.65 37.77 0.65 1.95 39.72

0.65 124.80 0.65 0.98 125.78

0.65 37.77 0.65 1.95 39.72

0.65 124.80 0.65 0.98 0.65 37.77 0.65 1.95 165.50

県道歩道乗入As 県道歩道乗入As県道歩道一般As 県道歩道一般As

掘削断面15 掘削断面16

d=0.60 d=0.80 d=0.60
小 計

掘削断面17 掘削断面18

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80



(DCIPφ250)補助

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m3

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

発生土

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=15cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40

路盤工 t=10cm m2

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

上段：変更前　

NO.8 下段：変更後　

29.0 3.2 3.2 3.5

2.00 58.00 2.00 6.40 2.00 7.00 71.40

0.65 18.85 0.60 1.92 0.60 1.92 0.60 2.10 24.79

0.53 15.37 0.34 1.09 0.44 1.41 0.38 1.33 19.20

0.13 3.77 0.12 0.38 0.12 0.42 4.57

0.51 14.79 0.44 1.41 0.34 1.09 17.29

0.45 1.58 1.58

0.03 0.87 0.06 0.19 0.03 0.10 0.02 0.07 1.23

0.53 15.37 0.25 0.80 0.44 1.41 17.58

0.13 3.77 0.12 0.38 0.12 0.42 4.57

0.60 2.10 2.10

0.65 18.85 0.60 1.92 20.77

0.60 1.92 1.92

0.60 1.92 1.92

0.60 1.92 1.92

0.65 18.85 18.85

0.60 1.92 1.92

0.65 18.85 0.60 1.92 0.60 2.10 22.87

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80 d=0.60 d=0.60 d=0.60

小 計

市道車道As 県道車道As 県道車道As 県道歩道一般As

掘削断面20 掘削断面31 掘削断面31-T 掘削断面32



(DCIPφ250)補助

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m3

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

発生土

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=15cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40

路盤工 t=10cm m2

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

上段：変更前　

NO.9 下段：変更後　

3.5

810.80

0.60 2.10 2.10 269.87

0.45 1.58 1.58 218.36

53.16

2.85

0.43 1.51 1.51 209.96

1.58

0.02 0.07 0.07 14.80

0.45 1.58 1.58 219.59

53.16

0.60 2.10 2.10 137.00

20.77

112.10

39.72

72.38

72.38

18.85

0.60 2.10 2.10 133.01

112.10

1.89

265.85

2.06

県道歩道一般As

合 計
掘削断面32-T

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.60

小 計



配 水 管 布 設 工 事

（　単独：φ２５０、φ２００　）



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250,200)単独 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-3 R-3枝2 合　計 摘　　要

GX形1種 9 2 11
DCIP 直管 φ250×5000L 5.000 本

GX形1種 ｍ 1.30 2.90 1 切管用
DCIP 直管 φ250×5000L 1.000 本

GX形受挿し 1 1
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ250 0.680 個

GX形内粉 1 1
受挿し片落管 φ250×200 0.440 個

GX形 2 2
接続部材 φ250 個

GX形 4 2 6
ﾗｲﾅ φ250 個

円形2号 1 1
仕切弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 46.3 13.5 59.8
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ250 ｍ

46.3 13.5 59.8
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

47.2 13.8 61 L=1.02/m
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ250 ｍ

GX形1種 ｍ 1.00 1
DCIP 直管 φ200×5000L 1.000 本

GX形内粉 1 1
DCIP 継輪 φ200 0.250 個

1 1
G-Liｎkｾｯﾄ φ200 組

GX形 1 1
接続部材 φ200 個

GX形 1 1
ﾗｲﾅ φ200 個

GX形内粉 0.200 (1) (1) 分岐側
DCIP 2受丁字管 φ250×250 個

1 1 購入済み
減圧弁 200A 0.664 基 運賃発生

1 1
ｽﾄﾚｰﾅ― 200A 0.490 基

調整ﾎﾞﾙﾄ付 1 1
伸縮管 200A 0.300 基

3 3
ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 200A 7.5K 用 組

1 1 接着剤、ドレン含む

ﾚｼﾞｺﾝ弁室 DRB-20型 組 工場組立
φ900 1 1

調ｺﾝﾘﾝｸﾞ H=100 組
1 1

締め付け金具 SS400 式
5 5

ｽﾃｯﾌﾟ SUS403 組
φ900×φ600 1 1

ﾏﾝﾎｰﾙ蓋 親子蓋 T-25 式
GX挿し口加工 2 2

片ﾌﾗﾝｼﾞ短管 200A×1000L 1.000 本
4.0 4.0

管延長 (φ200)
0.7 0.7

減圧弁延長 (φ200)
4.7 4.7

総延長 (φ200)
46.3 13.5 59.8

管延長 (DCIP-GXφ250,200)単独 ｍ
0.7 0.7

仕切弁延長 (DCIP-GXφ250,200)単独 ｍ
46.3 14.2 60.5

総延長 (DCIP-GXφ250,200)単独 ｍ



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250,200)単独 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3 R-3枝2 合　計 摘　　要

機械 46.3 13.5 59.8
鋳鉄管据付工 φ250 ｍ

2 切管調書
鋳鉄管切断工 φ250 口

直管接合 9 2 11
GX形 継手工 φ250 口

異形管接合 2 2
GX形 継手工 φ250 口

1 1
仕切弁設置工 φ250 箇所

円形2号 1 1
仕切弁室設置工 H=0.8m 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 46.3 13.5 59.8
被　覆　工 φ250 ｍ

46.3 13.5 59.8
埋設標示帯工 W150 ｍ

46.3 13.5 59.8 材料L=61.0m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ250 ｍ

機械 4 4.0
鋳鉄管据付工 φ200 ｍ

1 切管調書
鋳鉄管切断工 φ200 口

異形管接合 G-Link 1 1
GX形 継手工 φ200 口

異形管接合 1 1
GX形 継手工 φ200 口

1 1
式

形状・寸法

減圧弁室
設置工

据付 2tを超え4t以下
基礎砕石-＞円形断面以外



　　　上段：変更前

(DCIP-GXφ250,200)単独 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.3 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3 R-3枝2 合　計 摘　　要

（土工延長）
県道車道As 5.0 2.0 7.0

掘削断面13 φ250 d=0.80 ｍ
県道歩道一般As 20.0 20.0

掘削断面15 φ250 d=0.80 ｍ
県道歩道乗入As 21.3 21.3

掘削断面17 φ250 d=0.80 ｍ
市道歩道一般 ｲﾝﾛｸ 14.5 14.5

掘削断面19 φ250 d=0.80 ｍ
市道歩道一般 ｲﾝﾛｸ 2.4 2.4

掘削断面30 ﾋﾟｯﾄ d=0.80 ｍ

形状・寸法



DCIP-GXφ250 5.00 ｍ ｍ （単独） NO.4

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 1.30 G G 2.90 GX

R-3 R-3枝2

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

1 ｍ ｍ 4.20 0.80 2.00 2.001.30 2.90

甲切管計 乙切管計

1 4.200 0.800 2 2

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管 切断 G-Link



DCIP-GXφ200 5.00 ｍ ｍ （単独） NO.5

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 1.00 G GX

R-3枝2

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

1 ｍ ｍ 1.00 4.00 1.00 1.00

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管 切断 G-Link

1 1.000 4.000 1 1

甲切管計 乙切管計

1.00



上段：変更前　

(DCIPφ250)単独 NO.5 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 7.0 20.0 21.3 14.5

　 As 2.00 14.00 2.00 40.00 2.00 42.60 96.60

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 0.65 4.55 0.65 13.00 0.65 13.85 31.40

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

ｲﾝﾛｸ 0.65 9.43 9.43

舗装取外工 t=6㎝ m2

0.50 3.50 0.55 11.00 0.53 11.29 0.66 9.57 35.36

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓 0.13 0.91 0.13 2.60 0.13 2.77 6.28

機械掘削工 BH0.28 m3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 0.44 3.08 0.54 10.80 0.51 10.86 0.52 7.54 32.28

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.07 0.49 0.02 0.40 0.03 0.64 1.53

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 0.50 3.50 0.55 11.00 0.53 11.29 0.66 9.57 35.36

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.13 0.91 0.13 2.60 0.13 2.77 6.28

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 0.65 13.00 13.00

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As 0.65 4.55 0.65 13.85 18.40

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As 0.65 13.85 13.85

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As 0.65 4.55 4.55

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

ｲﾝﾛｸ(洗い砂含む) 0.65 9.43 9.43

舗装復旧工 t=9cm m2

加熱安定処理工 0.65 4.55 4.55

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30 0.65 13.00 13.00

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30 0.65 4.55 0.65 13.85 18.40

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40 0.65 9.43 9.43

路盤工 t=10cm m2

矢板工 軽量金属支保2段

(両側建込み) H=2.50m ｍ

鉱滓 0.65 4.55 0.65 13.00 0.65 13.85 31.40

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

県道車道As 県道歩道一般As 県道歩道乗入As 市道歩道一般 ｲﾝﾛｸ

掘削断面13 掘削断面15 掘削断面17 掘削断面19

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80 d=0.80 d=0.80 d=0.80

小 計



(DCIPφ250)単独

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

ｲﾝﾛｸ

舗装取外工 t=6㎝ m2

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

ｲﾝﾛｸ(洗い砂含む)

舗装復旧工 t=9cm m2

加熱安定処理工

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=12cm m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

再生砕石RC40

路盤工 t=10cm m2

矢板工 軽量金属支保2段

(両側建込み) H=2.50m ｍ

鉱滓

機械掘削工 BH0.28 m2

カッター汚泥

カッター汚泥運搬・処分工 3tトラック t

上段：変更前　

NO.6 下段：変更後　

2.4

96.60

31.40

2.30 5.52 5.52 14.95

4.96 11.90 11.90 47.26

6.28

1.77 4.25 4.25 36.53

1.53

4.96 11.90 11.90 47.26

6.28

13.00

18.40

13.85

4.55

0.90 2.16 2.16 11.59

4.55

13.00

18.40

0.90 2.16 2.16 11.59

1.00 2.40 2.40 2.40

31.40

0.36

市道歩道一般 ｲﾝﾛｸ

掘削断面30
小 計 合 計

本　設　土　工　数　量　計　算　表
H=0.80



配 水 管 布 設 工 事

（　単独：φ１５０ ドレン　）



　　　上段：変更前

(DCIPφ150) 単独 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-3ﾄﾞﾚﾝ 合　計 摘　　要

GX形1種 ｍ 1.00 1 切管用
DCIP 直管 φ150×5000L 本

GX形内粉 1 1
DCIP 曲管 φ150×90° 0.568 個

GX形 1 1
接続部材 φ150 個

GX形 1 1
ﾗｲﾅ φ150 個

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 1.6 1.6
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ150 ｍ

1.6 1.6
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

1.0 1.0 L=0.64/m
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ150 ｍ

1.6 1.6
管延長 (DCIPφ150) 単独 ｍ

仕切弁延長 (DCIPφ150) 単独 ｍ
1.6 1.6

総延長 (DCIPφ150) 単独 ｍ



　　　上段：変更前

(DCIPφ150) 単独 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3ﾄﾞﾚﾝ 合　計 摘　　要

機械 1.6 1.6
鋳鉄管据付工 φ150 ｍ

1 切管調書
鋳鉄管切断工 φ150 口

直管接合 1 1
GX形 継手工 φ150 口

異形管接合 1 1
GX形 継手工 φ150 口
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 1.6 1.6
被　覆　工 φ150 ｍ

1.6 1.6
埋設標示帯工 W150 ｍ

1.6 1.6 材料L=1.0m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ150 ｍ

形状・寸法



　　　上段：変更前

(DCIPφ150) 単独 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.3 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3ﾄﾞﾚﾝ 合　計 摘　　要

（土工延長）
市道車道As 1.6 1.6

掘削断面21 φ250 d=0.80 ｍ

形状・寸法



DCIP-GXφ150 5.00 ｍ ｍ （単独） NO.4

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 1.00 K

R-3ﾄﾞﾚﾝ

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

1 ｍ ｍ 1.00 4.00 1.00

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管 切断 G-Link

1 1.000 4.000 1

甲切管計 乙切管計

1.00



上段：変更前　

(DCIPφ150)　単独 NO.5 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 1.6

　 As 2.00 3.20 3.20

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 0.60 0.96 0.96

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

0.43 0.69 0.69

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓 0.12 0.19 0.19

機械掘削工 BH0.28 m3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 0.44 0.70 0.70

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.03 0.05 0.05

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 0.43 0.69 0.69

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.12 0.19 0.19

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 0.60 0.96 0.96

舗装復旧工 t=5cm m2

粒調砕石M30 0.60 0.96 0.96

路盤工 t=15cm m2

鉱滓 0.60 0.96 0.96

機械掘削工 BH0.28 m2

市道車道As

合 計
掘削断面21

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80



配 水 管 布 設 工 事

（　単独：φ１００　）



　　　上段：変更前

(DCIPφ100)　単独 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-3 R-3枝1 合　計 摘　　要

GX形1種 2 2
DCIP 直管 φ100×4000L 4.000 本

GX形1種 ｍ 7.90 4.70 4 切管用
DCIP 直管 φ100×4000L 本

GX形内粉 1 2 3
DCIP 曲管 φ100×45° 0.416 個

GX形内粉 1 1
DCIP 両受曲管 φ100×45° 0.156 個

GX形内粉 1 1
DCIP 短管1号 φ100 0.080 個

GX形内粉 1 1
DCIP 短管2号 φ100 0.390 個

GX形内粉 1 1 2
DCIP 継輪 φ100 0.200 個

GX形内粉 1 1
DCIP 2受丁字管 φ100×100 0.470 個

K形 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶ帽 φ150 個

K形 特殊割押輪なし 1 1
ﾒｶ帽 φ150 個

K形 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶ帽 φ100 個

K形 特殊割押輪なし 1 1
ﾒｶ帽 φ100 個

GX形受挿し 3 1 4
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ100 0.490 個

CIP用 V型 1 1 2
不断水丁字管 φ100×100 基

CIP用 1 1
不断水仕切弁 φ100 基

3 3 6
G-Liｎkｾｯﾄ φ100 組

GX形 7 3 10
接続部材 φ100 個

GX形 4 4
ﾗｲﾅ φ100 個

円形1号 4 2 6
仕切弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 17.6 5.8 23.4
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ100 ｍ

17.6 5.8 23.4
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

7.4 2.4 9.8 L=0.42/m
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ100 ｍ

GX形内粉 (1) (1) 分岐側
DCIP 2受丁字管 φ100×100 0.120 個

1 1 2
防食ｺｱ φ100 個

17.6 5.8 23.4
管延長 (DCIPφ100)　単独 ｍ

1.5 0.5 2.0
仕切弁延長 (DCIPφ100)　単独 ｍ

19.1 6.3 25.4
総延長 (DCIPφ100)　単独 ｍ



　　　上段：変更前

(DCIPφ100)　単独 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3 R-3枝1 合　計 摘　　要

機械 17.6 5.8 23.4
鋳鉄管据付工 φ100 ｍ

7 切管調書
鋳鉄管切断工 φ100 口

直管接合 4 1 5
GX形 継手工 φ100 口

異形管接合 G-Link 3 3 6
GX形 継手工 φ100 口

異形管接合 7 4 11
GX形 継手工 φ100 口

K形 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ150 口

K形 特殊割押輪なし 1 1
ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ150 口

K形 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ100 口

K形 特殊割押輪なし 1 1
ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ100 口

3 1 4
仕切弁設置工 φ100 箇所

CIP 1 1 2
不断水連絡工 φ100×100 箇所

1 1 2
ｺｱ挿入工 φ100 箇所

CIP 1 1
不断水仕切弁設置工 φ100 箇所

φ200以下 4 2 6
仕切弁室設置工 H=0.8m 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 17.6 5.8 23.4
被　覆　工 φ100 ｍ

17.6 5.8 23.4
埋設標示帯工 W150 ｍ

17.6 5.8 23.4 材料L=9.8m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ100 ｍ

CIP 2 2
既設管切断工 φ150 口

CIP 2 2
既設管切断工 φ100 口   

形状・寸法



DCIP-GXφ100 4.00 ｍ ｍ（単独） NO.3

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

GX 2.10 G G 1.00 GX

R-3 R-3枝1

GX 1.00 G K 2.00 GX

R-3 R-3

G 2.80 GX

R-3

GX 2.70 G G 1.00 GX

R-3枝1 R-3枝1

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

4 ｍ ｍ 12.60 3.40 7.00 6.00

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管

3.700 0.300

切断 G-Link

2 3.000 1.000 2 1

1 3.100 0.900 2 2

3 1 12.800 1.200

4 2 2

5.80 6.80

甲切管計 乙切管計



　　　上段：変更前

(DCIPφ100)　単独 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.4 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-3 R-3枝1 合　計 摘　　要

（土工延長）
県道車道As 1.2 1.2

不断水断面3 φ100 d=1.00 ｍ
県道車道As 1.0 1.0

不断水断面4 φ100×100 d=1.00 ｍ
県道歩道乗入As 1.0 1.0

不断水断面5 φ100×100 d=1.00 ｍ
県道車道As 17.3 3.8 21.1

掘削断面22 φ100 d=0.80 ｍ
県道歩道乗入As 1.8 2.5 4.3

掘削断面23 φ100 d=0.80 ｍ

形状・寸法



上段：変更前　

(DCIPφ100)　単独 NO.5 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 1.2 1.0 1.0 21.1

　 As 2.00 2.40 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 42.20 48.60

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 1.20 1.44 1.05 1.05 1.05 1.05 0.60 12.66 16.20

舗装取壊工 t=10㎝ m2

0.48 0.58 0.42 0.42 0.47 0.47 0.37 7.81 9.28

機械掘削工 BH m3

鉱滓 0.24 0.29 0.21 0.21 0.21 0.21 0.12 2.53 3.24

機械掘削工 BH m3

0.61 0.73 0.54 0.54 0.54 0.54 1.81

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 1.09 1.31 0.96 0.96 1.06 1.06 0.36 7.60 10.93

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.12 0.14 0.11 0.11 0.05 0.05 0.06 1.27 1.57

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 1.09 1.31 0.96 0.96 1.01 1.01 0.37 7.81 11.09

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.24 0.29 0.21 0.21 0.21 0.21 0.12 2.53 3.24

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 1.20 1.44 1.05 1.05 1.05 1.05 0.60 12.66 16.20

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As 1.05 1.05 1.05

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As 1.20 1.44 1.05 1.05 0.60 12.66 15.15

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工 1.20 1.44 1.05 1.05 0.60 12.66 15.15

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30 1.20 1.44 1.05 1.05 1.05 1.05 0.60 12.66 16.20

路盤工 t=10cm m2

鉱滓 1.20 1.44 1.05 1.05 1.05 1.05 0.60 12.66 16.20

機械掘削工 BH m2

県道車道As 県道車道As 県道歩道乗入As 県道車道As

不断水断面3 不断水断面4 不断水断面5 掘削断面22

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=1.00 d=1.00 d=1.00 d=0.80

小 計



(DCIPφ100)　単独

延　長 規　格 単位

　 As

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As

舗装取壊工 t=10㎝ m2

機械掘削工 BH m3

鉱滓

機械掘削工 BH m3

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

加熱安定処理工

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30

路盤工 t=10cm m2

鉱滓

機械掘削工 BH m2

上段：変更前　

NO.6 下段：変更後　

4.3

2.00 8.60 8.60 57.20

0.60 2.58 2.58 18.78

0.40 1.72 1.72 11.00

0.12 0.52 0.52 3.76

1.81

0.42 1.81 1.81 12.74

0.03 0.13 0.13 1.70

0.40 1.72 1.72 12.81

0.12 0.52 0.52 3.76

0.60 2.58 2.58 18.78

0.60 2.58 2.58 3.63

15.15

15.15

0.60 2.58 2.58 18.78

0.60 2.58 2.58 18.78

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.80

小 計

県道歩道乗入As

合 計
掘削断面23



配 水 管 布 設 工 事

（　単独：φ７５　）



　　　上段：変更前

(DCIPφ75)　単独 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-2枝1 合　計 摘　　要

GX形1種 ｍ 1.0 1 切管用
DCIP 直管 φ75×4000L 本

GX形内粉 1 1
DCIP 曲管 φ75×45° 0.397 個

GX形内粉 1 1
DCIP 曲管 φ75×11°1/4 0.340 個

GX形内粉 1 1
DCIP 両受曲管 φ75×45° 0.137 個

GX形内粉 1 1
DCIP 短管2号 φ75 0.390 個

GX形内粉 1 1
挿し受片落管 φ100×75 0.410 個

VP 特殊割押輪あり 1 1
ﾒｶ帽 φ75 個

VP 特殊割押輪なし 1 1
ﾒｶ帽 φ75 個

GX形受挿し 1 1
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ75 0.490 個

VP用 V型 1 1
不断水丁字管 φ75×75 基

VP用 1 1
不断水仕切弁 φ75 基

1 1
G-Liｎkｾｯﾄ φ75 組

GX形 5 5
接続部材 φ75 個

GX形 1 1
接続部材 φ100 個

円形1号 3 3
仕切弁ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ含む 2.9 2.9
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ φ75 ｍ

2.9 2.9
埋設表示ｼｰﾄ W150 ｍ

0.9 0.9 管延長×0.32
配管明示ﾃｰﾌﾟ φ75 ｍ

GX形内粉 (1) (1) 分岐側
DCIP 2受丁字管 φ300×100 0.235 個

1 1
防食ｺｱ φ75 個

2.9 2.9
管延長 (DCIPφ75)　単独 ｍ

0.5 0.5
仕切弁延長 (DCIPφ75)　単独 ｍ

3.4 3.4
総延長 (DCIPφ75)　単独 ｍ



　　　上段：変更前

(DCIPφ75)　単独 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-2枝1 小　計 摘　　要

機械 2.9 2.9
鋳鉄管据付工 φ75 ｍ

1 切管調書
鋳鉄管切断工 φ75 口

異形管接合 G-Link 1 1
GX形 継手工 φ75 口

異形管接合 5 5
GX形 継手工 φ75 口

異形管接合 1 1
GX形 継手工 φ100 口

離脱防止金具を使用する 1 1
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 φ75 口

離脱防止金具を使用しない 1 1
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 φ75 口

1 1
仕切弁設置工 φ75 箇所

VP 1 1
不断水連絡工 φ75×75 箇所

VP 1 1
不断水仕切弁設置工 φ75 箇所

円形1号 3 3
仕切弁室設置工 H=0.8m 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 2.9 2.9
被　覆　工 φ75 ｍ

2.9 2.9
埋設標示帯工 W150 ｍ

2.9 2.9 材料L=0.9m
配管明示ﾃｰﾌﾟ工 φ75 ｍ

VP 1 1
既設管切断工 φ75 口

1 1
ｺｱ挿入工 φ75 箇所

形状・寸法



DCIP-GXφ75 4.00 ｍ ｍ（単独） NO.3

使用長 残管長 切断

(ｍ) (ｍ) 溝切

G 1.00 GX

R-2枝1

(本) (ｍ) (ｍ) (口) (口) (個)

1 ｍ ｍ 1.00 3.00 1.00 1.00

切  管  調  書
L=

番号 甲 切 管 乙 切 管 切断 G-Link

1 1.000 3.000 1 1

1.00

甲切管計 乙切管計



　　　上段：変更前

(DCIPφ75)　単独 　本 設 配 管 土 工 数 量 表 NO.4 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-2枝1 小　計 摘　　要

（土工延長）
その他車道As 1.2 1.2

不断水断面6 φ75 d=1.00 ｍ
その他車道As 1.0 1.0

不断水断面7 φ75×75 d=1.00 ｍ
県道歩道乗入As 1.5 1.5

掘削断面24 φ75 d=0.80 ｍ
その他車道As 1.9 1.9

掘削断面25 φ75 d=0.80 ｍ

形状・寸法



上段：変更前　

(DCIPφ75)　単独 NO.5 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 1.2 1.0 1.5 1.9

　 As 2.00 2.40 2.00 2.00 2.00 3.00 2.00 3.80 11.20

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 1.20 1.44 1.00 1.00 0.60 0.90 0.60 1.14 4.48

舗装取壊工 t=10㎝以下 m2

0.54 0.65 0.45 0.45 0.38 0.57 0.38 0.72 2.39

機械掘削工 BH0.28 m3

鉱滓 0.24 0.29 0.20 0.20 0.12 0.18 0.12 0.23 0.90

機械掘削工 BH0.28 m3

0.58 0.70 0.48 0.48 1.18

人力掘削 人力 m2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 1.24 1.49 1.03 1.03 0.41 0.62 0.44 0.84 3.98

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m3

As塊 0.06 0.07 0.05 0.05 0.03 0.05 0.03 0.06 0.23

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

土砂 1.12 1.34 0.93 0.93 0.38 0.57 0.38 0.72 3.56

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

鉱滓 0.24 0.29 0.20 0.20 0.12 0.18 0.12 0.23 0.90

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m3

再生密粒度As 1.20 1.44 1.00 1.00 0.60 1.14 3.58

舗装仮復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

再生密粒度As 0.60 0.90 0.90

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m2

再生粗粒度As 0.60 0.90 0.90

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m2

粒調砕石M30 1.20 1.44 1.00 1.00 0.60 0.90 0.60 1.14 4.48

路盤工 t=10cm m2

鉱滓 1.20 1.44 1.00 1.00 0.60 0.90 0.60 1.14 4.48

機械掘削工 BH0.28 m2

その他車道As その他車道As 県道歩道乗入As その他車道As

合 計
不断水断面6 不断水断面7 掘削断面24 掘削断面25

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=1.00 d=1.00 d=0.80 d=0.80



消 火 栓 設 置 工 事



　　　上段：変更前

(消火栓)単独 　本 設 配 管 材 料 数 量 表 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 R-2 R-3 合　計 摘　　要

地下式単口 2 2
消火栓 φ75 基

地下式双口 1 1
消火栓 φ100 基

ﾚﾊﾞｰ式 2 2
ﾎﾞｰﾙ形補修弁 φ75×100Ｈ 個

ﾚﾊﾞｰ式 1 1
ﾎﾞｰﾙ形補修弁 φ100×200Ｈ 個

1 1
片落ちﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ100×75 個

SUS304 B,N GF 2 1 3
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ75 7.5K 組

SUS304 B,N RF 2 2
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ75 7.5K 組

SUS304 B,N GF 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ100 7.5K 組

SUS304 B,N RF 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手材 φ100 7.5K 組

φ200以下 2 1 3
消火栓ﾎﾞｯｸｽ H=0.8m 組



　　　上段：変更前

(消火栓)単独 　本 設 配 管 労 務 数 量 表 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 R-2 R-3 合　計 摘　　要

ﾌﾗﾝｼﾞ接合1口含む 2 2
消火栓設置工 φ75 箇所

ﾌﾗﾝｼﾞ接合1口含む 1 1
消火栓設置工 φ100 箇所

2 1 3
消火栓室設置工 H=0.8m 箇所

SUS304 B,N 2 1 3
ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 7.5K 箇所

SUS304 B,N 1 1
ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ100 7.5K 箇所

形状・寸法



給 水 管 布 設 工 事



　　　上段：変更前

(給水管)　単独 NO.1 　　　下段：変更後

名　　称 形状・寸法 単位長単位 集計表 合　計 摘　　要

水道用1種軟質 1.0 1.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 φ50 ｍ

水道用1種軟質 1.0 1.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 φ25 ｍ

水道用1種軟質 10.0 10.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 φ20 ｍ

1 1
PE分止水栓ｿｹｯﾄ φ50 個

1 1
PE分止水栓ｿｹｯﾄ φ25 個

8 8
PE分止水栓ｿｹｯﾄ φ20 個

DCIP 1 1
ｻﾄﾞﾙ分水栓 φ250×50 個

DCIP 1 1
ｻﾄﾞﾙ分水栓 φ250×25 個

DCIP 8 8
ｻﾄﾞﾙ分水栓 φ250×20 個

1 1
PEｿｹｯﾄ φ50 個

1 1
PEｿｹｯﾄ φ25 個

8 8
PEｿｹｯﾄ φ20 個

1 1
PEｷｬｯﾌﾟ φ50 個

1 1
PEｷｬｯﾌﾟ φ25 個

8 8
PEｷｬｯﾌﾟ φ20 個

1 1
密着ｺｱ φ50 個

1 1
密着ｺｱ φ25 個

8 8
密着ｺｱ φ20 個

　本 設 給 水 配 管 材 料 数 量 表



　　　上段：変更前

(給水管)　単独 NO.2 　　　下段：変更後

名　　称 単位 集計表 合　計 摘　　要

1.0 1.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ50 ｍ

1.0 1.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ25 ｍ

10.0 10.0
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ20 ｍ

DCIP 1 1
分水栓建込工 φ250×50 箇所

DCIP 1 1
分水栓建込工 φ250×25 箇所

DCIP 8 8
分水栓建込工 φ250×20 箇所

1 1
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ50 口

1 1
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ25 口

8 8
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ20 口

4 4
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ50 口

4 4
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ25 口

32 32
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ20 口

1 1
ｺｱ取付工 φ50 箇所

1 1
ｺｱ取付工 φ25 箇所

8 8
ｺｱ取付工 φ20 箇所
既設 1 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ50 口
既設 1 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ25 口
既設 8 8

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ20 口

（土工延長）
県道車道As 2.0 2.0

掘削断面26 給水 d=0.60 ｍ
県道歩道一般As 4.0 4.0

掘削断面27 給水 d=0.60 ｍ
県道歩道乗入As 5.0 5.0

掘削断面28 給水 d=0.60 ｍ
1.0 1.0

掘削断面29 給水 d=0.60 ｍ

　本 設 給 水 配 管 労 務 数 量 表

形状・寸法

市道歩道一般ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ



上段：変更前　

(給水管)　単独 NO.3 下段：変更後　

延　長 規　格 単位 2.0 4.0 5.0 1.0

　 As 2.00 4.00 2.00 8.00 2.00 10.00 22.00

舗装切断工 t=15㎝以下 m

As 0.60 1.20 0.60 2.40 0.60 3.00 6.60

舗装取壊工 t=10㎝以下 m
2

ｲﾝﾛｸ 0.60 0.60 0.60

舗装取外工 t=6㎝ m
2

0.24 0.48 0.28 1.12 0.27 1.35 0.38 0.38 3.33

機械掘削工 BH0.28 m
3

鉱滓 0.12 0.24 0.12 0.48 0.12 0.60 1.32

機械掘削工 BH0.28 m
3

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 0.12 0.24 0.21 0.84 0.18 0.90 0.19 0.19 2.17

埋　戻　工 RC40 BH0.28 m
3

ｽｸﾘﾆﾝｸﾞｽ 0.12 0.24 0.12 0.48 0.12 0.60 0.12 0.12 1.44

埋　戻　工 SC BH0.28 m
3

As塊 0.06 0.12 0.02 0.08 0.03 0.15 0.35

残塊運搬・処分工 4tD　BH0.28 m
3

土砂 0.24 0.48 0.28 1.12 0.27 1.35 0.38 0.38 3.33

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m
3

鉱滓 0.12 0.24 0.12 0.48 0.12 0.60 1.32

残土運搬・処分工 4tD　BH0.28 m
3

再生密粒度As 0.60 2.40 2.40

舗装仮復旧工 t=3cm ﾌﾟﾗｲﾑ m
2

再生密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm m
2

再生密粒度As 0.60 1.20 0.60 3.00 4.20

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m
2

再生粗粒度As 0.60 3.00 3.00

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ m
2

再生粗粒度As 0.60 1.20 1.20

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ m
2

ｲﾝﾛｸ(洗い砂含む) 0.60 0.60 0.60

舗装復旧工 t=9cm m
2

加熱安定処理工 0.60 1.20 1.20

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ m
2

粒調砕石M30 0.60 2.40 2.40

路盤工 t=12cm m
2

粒調砕石M30 0.60 1.20 0.60 3.00 4.20

路盤工 t=10cm m
2

再生砕石RC40 0.60 0.60 0.60

路盤工 t=10cm m
2

鉱滓 0.60 1.20 0.60 2.40 0.60 3.00 6.60

機械掘削工 BH0.28 m
2

本　設　土　工　数　量　計　算　表
d=0.60 d=0.60 d=0.60 d=0.60

県道車道As 県道歩道一般As 県道歩道乗入As 市道歩道一般ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

合 計
掘削断面26 掘削断面27 掘削断面28 掘削断面29
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既設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 1.000

1.370 機　械 埋　戻

掘　削 再生砕石

0.300

人　力

掘　削 0.270

0.100 0.100

既設CIP

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.700 ㎡ 1.70  

機械掘削工 機械 1.700 × 0.470 ㎥ 0.80  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.700 × 0.200 ㎥ 0.34  

人力掘削工 人力 1.700 × 0.670 - 0.057 ㎥ 1.08  

埋戻工 埋　戻 1.700 × 1.220 - 0.057 ㎥ 2.02  

残塊運搬・処分工 As殻 1.700 × 0.030 ㎥ 0.05  

残土運搬・運搬工 土砂 0.800 + 1.080 ㎥ 1.88  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.340 ㎥ 0.34  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 1.700 × 1.000 ㎡ 1.70  

路盤工 t=12cm 1.700 × 1.000 ㎡ 1.70  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.700 ㎡ 1.70  

0.470

機械掘削
（鉱滓）

1.220

0.850

0.030

土工単位数量計算書 不断水断面 1

県道歩道一般
丁字管部

掘削幅 B= 1.700

密粒度As

単位

粒調砕石 0.120

粒調砕石

0.270

工  種 形状寸法



既設管路 φ 200 mm 外径φ 220 mm

　 控除 0.038 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.320 掘　削 再生砕石 1.190

0.300

人　力

掘　削 0.220

0.100 0.100

既設CIP

φ 200 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.350 ㎡ 1.35  

機械掘削工 機械 1.350 × 0.470 ㎥ 0.63  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.350 × 0.200 ㎥ 0.27  

人力掘削工 人力 1.350 × 0.620 - 0.038 ㎥ 0.80  

埋戻工 再生砕石 1.350 × 1.190 - 0.038 ㎥ 1.57  

残塊運搬・処分工 As殻 1.350 × 0.030 ㎥ 0.04  

残土運搬・運搬工 土砂 0.630 + 0.800 ㎥ 1.43  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.270 ㎥ 0.27  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 1.350 × 1.000 ㎡ 1.35  

再生砕石

路盤工 t=10cm 1.350 × 1.000 ㎡ 1.35  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.350 ㎡ 1.35  

機械掘削
（鉱滓）

0.870

土工単位数量計算書 不断水断面 2

市道歩道
丁字管部

掘削幅 B= 1.350

0.030密粒度As

0.470

単位

再生砕石 0.100

0.220

工  種 形状寸法



既設管路 φ 100 mm 外径φ 120 mm

　 控除 0.011 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050 0.100

舗装

鉱滓 0.100

0.200 路盤

d= 0.100

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.220 掘　削 再生砕石 0.920

0.300

人　力

掘　削 0.120

0.100 0.100

既設CIP

φ 100 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.200 ㎡ 1.20  

機械掘削工 機械 1.200 × 0.400 ㎥ 0.48  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.200 × 0.200 ㎥ 0.24  

人力掘削工 人力 1.200 × 0.520 - 0.011 ㎥ 0.61  

埋戻工 再生砕石 1.200 × 0.920 - 0.011 ㎥ 1.09  

残塊運搬・処分工 As殻 1.200 × 0.100 ㎥ 0.12  

残土運搬・運搬工 土砂 0.480 + 0.610 ㎥ 1.09  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.240 ㎥ 0.24  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.200 ㎡ 1.20  

0.400
0.700

土工単位数量計算書 不断水断面 3

県道車道
仕切弁部

掘削幅 B= 1.200

密粒度As

機械掘削
（鉱滓）

単位

粗粒度As

加熱安定処理工 0.100

粒調砕石 0.100

加熱安定処理工

0.120

工  種 形状寸法



既設管路 φ 100 mm 外径φ 120 mm

　 控除 0.011 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050 0.100

舗装

鉱滓 0.100

0.200 路盤

d= 0.100

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.220 掘　削 再生砕石 0.920

0.300

人　力

掘　削 0.120

0.100 0.100

既設CIP

φ 100 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.050 ㎡ 1.05  

機械掘削工 機械 1.050 × 0.400 ㎥ 0.42  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.050 × 0.200 ㎥ 0.21  

人力掘削工 人力 1.050 × 0.520 - 0.011 ㎥ 0.54  

埋戻工 再生砕石 1.050 × 0.920 - 0.011 ㎥ 0.96  

残塊運搬・処分工 As殻 1.050 × 0.100 ㎥ 0.11  

残土運搬・運搬工 土砂 0.420 + 0.540 ㎥ 0.96  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.210 ㎥ 0.21  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.050 ㎡ 1.05  

機械掘削
（鉱滓）

0.400

土工単位数量計算書 不断水断面 4

県道車道
丁字管部

掘削幅 B= 1.050

密粒度As

単位

粗粒度As

加熱安定処理工 0.100

粒調砕石 0.100

0.700

加熱安定処理工

0.120

工  種 形状寸法



既設管路 φ 100 mm 外径φ 120 mm

　 控除 0.011 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

路盤

鉱滓 0.100

0.200

d=

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.220 掘　削 再生砕石 1.020

0.300

人　力

掘　削 0.120

0.100 0.100

既設CIP

φ 100 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.050 ㎡ 1.05  

機械掘削工 機械 1.050 × 0.450 ㎥ 0.47  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.050 × 0.200 ㎥ 0.21  

人力掘削工 人力 1.050 × 0.520 - 0.011 ㎥ 0.54  

埋戻工 再生砕石 1.050 × 1.020 - 0.011 ㎥ 1.06  

残塊運搬・処分工 As殻 1.050 × 0.050 ㎥ 0.05  

残土運搬・運搬工 土砂 0.470 + 0.540 ㎥ 1.01  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.210 ㎥ 0.21  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 1.050 × 1.000 ㎡ 1.05  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.050 ㎡ 1.05  

密粒度As

粗粒度As

土工単位数量計算書 不断水断面 5

県道歩道乗入
丁字管部

掘削幅 B= 1.050

単位

粒調砕石 0.100

工  種 形状寸法

0.800
0.450

0.120

機械掘削
（鉱滓）



既設管路 φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装 舗装

0.050 0.050

路盤

鉱滓 0.100

0.200

d=

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.190 掘　削 再生砕石 1.040

0.300

人　力

掘　削 0.090

0.100 0.100

既設CIP

φ 75 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.200 ㎡ 1.20  

機械掘削工 機械 1.200 × 0.450 ㎥ 0.54  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.200 × 0.200 ㎥ 0.24  

人力掘削工 人力 1.200 × 0.490 - 0.006 ㎥ 0.58  

埋戻工 再生砕石 1.200 × 1.040 - 0.006 ㎥ 1.24  

残塊運搬・処分工 As殻 1.200 × 0.050 ㎥ 0.06  

残土運搬・運搬工 土砂 0.540 + 0.580 ㎥ 1.12  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.240 ㎥ 0.24  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 1.200 × 1.000 ㎡ 1.20  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.200 ㎡ 1.20  

土工単位数量計算書 不断水断面 6

その他車道
仕切弁部

掘削幅 B= 1.200

密粒度As 0.050

単位

粒調砕石 0.100

0.850

機械掘削
（鉱滓）

0.450

0.090

工  種 形状寸法



既設管路 φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装 舗装

0.050 0.050

路盤

鉱滓 0.100

0.200

d=

H= 1.000 機　械 埋　戻

1.190 掘　削 再生砕石 1.040

0.300

人　力

掘　削 0.090

0.100 0.100

既設CIP

φ 75 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 1.000 ㎡ 1.00  

機械掘削工 機械 1.000 × 0.450 ㎥ 0.45  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.200 ㎥ 0.20  

人力掘削工 人力 1.000 × 0.490 - 0.006 ㎥ 0.48  

埋戻工 再生砕石 1.000 × 1.040 - 0.006 ㎥ 1.03  

残塊運搬・処分工 As殻 1.000 × 0.050 ㎥ 0.05  

残土運搬・運搬工 土砂 0.450 + 0.480 ㎥ 0.93  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.200 ㎥ 0.20  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 1.000 × 1.000 ㎡ 1.00  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 1.000 × 1.000 ㎡ 1.00  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 1.000 ㎡ 1.00  

土工単位数量計算書 不断水断面 7

その他車道
丁字管部

掘削幅 B= 1.000

密粒度As 0.050

単位

粒調砕石 0.100

0.850

0.090

工  種 形状寸法

機械掘削
（鉱滓）

0.450



布設管路 φ 300 mm 外径φ 320 mm

　 控除 0.08 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 1.500 機　械 埋　戻

1.820 1.590 掘　削 再生砕石 1.350

0.320

DCIP-GX

φ 300 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.900 ㎡ 0.90  

機械掘削工 機械 0.900 × 1.590 ㎥ 1.43  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.900 × 0.200 ㎥ 0.18  

埋戻工 再生砕石 0.900 × 1.670 - 0.080 ㎥ 1.42  

残塊運搬・処分工 As殻 0.900 × 0.030 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 1.430 ㎥ 1.43  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.180 ㎥ 0.18  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.900 × 1.000 ㎡ 0.90  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.900 × 1.000 ㎡ 0.90  

（矢板長 L=2.0ｍ） 軽量鋼矢板

矢板建込工 支保工1段 1.000 × 1 ｍ 1.00  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.900 ㎡ 0.90  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 8

掘削幅 B= 0.900

密粒度As

工  種 形状寸法 単位

県道歩道一般

0.030

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 300 mm 外径φ 320 mm

　 控除 0.08 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 1.200 機　械 埋　戻

1.520 1.290 掘　削 再生砕石 1.050

0.320

DCIP-GX

φ 300 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.900 ㎡ 0.90  

機械掘削工 機械 0.900 × 1.290 ㎥ 1.16  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.900 × 0.200 ㎥ 0.18  

埋戻工 再生砕石 0.900 × 1.370 - 0.080 ㎥ 1.15  

残塊運搬・処分工 As殻 0.900 × 0.030 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 1.160 ㎥ 1.16  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.180 ㎥ 0.18  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.900 × 1.000 ㎡ 0.90  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.900 × 1.000 ㎡ 0.90  

（矢板長 L=2.0ｍ） 軽量鋼矢板

矢板建込工 支保工1段 1.000 × 1 ｍ 1.00  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.900 ㎡ 0.90  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 9

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.900

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 300 mm 外径φ 320 mm

　 控除 0.08 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.120 0.890 掘　削 再生砕石 0.650

0.320

DCIP-GX

φ 300 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削工 機械 0.700 × 0.890 ㎥ 0.62  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.700 × 0.200 ㎥ 0.14  

埋戻工 再生砕石 0.700 × 0.970 - 0.080 ㎥ 0.60  

残塊運搬・処分工 As殻 0.700 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.620 ㎥ 0.62  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.140 ㎥ 0.14  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削
（鉱滓）

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120

土工単位数量計算書 掘削断面 10

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.700

密粒度As 0.030



布設管路 φ 300 mm 外径φ 320 mm

　 控除 0.08 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.920 0.690 掘　削 再生砕石 0.450

0.320

DCIP-GX

φ 300 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削工 機械 0.700 × 0.690 ㎥ 0.48  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.700 × 0.200 ㎥ 0.14  

埋戻工 再生砕石 0.700 × 0.770 - 0.080 ㎥ 0.46  

残塊運搬・処分工 As殻 0.700 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.480 ㎥ 0.48  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.140 ㎥ 0.14  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 11

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.700

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 300 mm 外径φ 320 mm

　 控除 0.08 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.120 0.870 掘　削 再生砕石 0.600

0.320

DCIP-GX

φ 300 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削工 機械 0.700 × 0.870 ㎥ 0.61  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.700 × 0.200 ㎥ 0.14  

埋戻工 再生砕石 0.700 × 0.920 - 0.080 ㎥ 0.56  

残塊運搬・処分工 As殻 0.700 × 0.050 ㎥ 0.04  

残土運搬・処分工 土砂 0.610 ㎥ 0.61  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.140 ㎥ 0.14  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.700 × 1.000 ㎡ 0.70  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.700 ㎡ 0.70  

機械掘削
（鉱滓）

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100

密粒度As

粗粒度As

土工単位数量計算書 掘削断面 12

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.700



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

路盤

d= 0.100

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.070 0.770 掘　削 再生砕石 0.500

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.770 ㎥ 0.50  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.770 - 0.057 ㎥ 0.44  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.100 ㎥ 0.07  

残土運搬・処分工 土砂 0.500 ㎥ 0.50  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

工  種 形状寸法

粒調砕石 0.100

土工単位数量計算書 掘削断面 13

加熱安定処理工 0.100

加熱安定処理工

県道車道

掘削幅 B= 0.650

密粒度As

単位

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 1.200 機　械 埋　戻

1.470 1.240 掘　削 再生砕石 1.050

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 1.240 ㎥ 0.81  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 1.320 - 0.057 ㎥ 0.80  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.810 ㎥ 0.81  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 14

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.650

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.070 0.840 掘　削 再生砕石 0.650

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.840 ㎥ 0.55  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.920 - 0.057 ㎥ 0.54  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.550 ㎥ 0.55  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 15

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.650

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 0.640 掘　削 再生砕石 0.450

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.640 ㎥ 0.42  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.720 - 0.057 ㎥ 0.41  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.420 ㎥ 0.42  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 16

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.650

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.070 0.820 掘　削 再生砕石 0.600

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.820 ㎥ 0.53  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.870 - 0.057 ㎥ 0.51  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.530 ㎥ 0.53  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

密粒度As

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 17

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.650

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 0.620 掘　削 再生砕石 0.400

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.620 ㎥ 0.40  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.670 - 0.057 ㎥ 0.38  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.400 ㎥ 0.40  

残土運搬・運搬工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

密粒度As

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 18

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.650

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ

0.060 0.060

砂 砂

0.030 0.030

路盤

d= 0.100

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.070 0.980 掘　削 再生砕石 0.610

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装版取外工 t=6cm 再利用 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 砂含む 0.650 × 1.010 ㎥ 0.66  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.880 - 0.057 ㎥ 0.52  

残土運搬・処分工 土砂 0.660 ㎥ 0.66  

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装復旧工 t=9cm 砂含む 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

再生砕石

路盤工 t=10cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

土工単位数量計算書 掘削断面 19

機械掘削
（路盤）

市道歩道一般
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

掘削幅 B= 0.650

0.060
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

ﾌﾞﾛｯｸ

0.100

0.030

単位工  種 形状寸法

再生砕石

洗い砂



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.050 0.050

鉱滓 路盤

0.200 0.150

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

1.070 0.820 掘　削 再生砕石 0.600

0.270

DCIP-GX

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削工 機械 0.650 × 0.820 ㎥ 0.53  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.650 × 0.200 ㎥ 0.13  

埋戻工 再生砕石 0.650 × 0.870 - 0.057 ㎥ 0.51  

残塊運搬・処分工 As殻 0.650 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.530 ㎥ 0.53  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.130 ㎥ 0.13  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

粒調砕石

路盤工 t=15cm 0.650 × 1.000 ㎡ 0.65  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.650 ㎡ 0.65  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 20

市道車道

掘削幅 B= 0.650

密粒度As 0.050

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.150



布設管路 φ 150 mm 外径φ 170 mm

　 控除 0.023 ㎡

As

舗装 舗装

0.050 0.050

鉱滓 路盤

0.200 0.150

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

0.970 0.720 掘　削 再生砕石 0.600

0.170

DCIP-GX

φ 150 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.720 ㎥ 0.43  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.770 - 0.023 ㎥ 0.44  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.430 ㎥ 0.43  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=15cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 21

市道車道

掘削幅 B= 0.600

密粒度As 0.050

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.150



布設管路 φ 100 mm 外径φ 120 mm

　 控除 0.011 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

路盤

d= 0.100

H= 0.800 機　械 埋　戻

0.920 0.620 掘　削 再生砕石 0.500

0.120

DCIP-GX

φ 100 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.620 ㎥ 0.37  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.620 - 0.011 ㎥ 0.36  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.100 ㎥ 0.06  

残土運搬・処分工 土砂 0.370 ㎥ 0.37  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

土工単位数量計算書 掘削断面 22

県道車道

掘削幅 B= 0.600

密粒度As

工  種 形状寸法 単位

機械掘削
（鉱滓）

粒調砕石

加熱安定処理工

粗粒度As

加熱安定処理工 0.100

0.100



布設管路 φ 100 mm 外径φ 120 mm

　 控除 0.011 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

0.920 0.670 掘　削 再生砕石 0.600

0.120

DCIP-GX

φ 100 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.670 ㎥ 0.40  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.720 - 0.011 ㎥ 0.42  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.400 ㎥ 0.40  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

密粒度As

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 23

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.600

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

0.890 0.640 掘　削 再生砕石 0.600

0.090

DCIP-GX

φ 75 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.640 ㎥ 0.38  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.690 - 0.006 ㎥ 0.41  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.380 ㎥ 0.38  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

密粒度As

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 24

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.600

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 75 mm 外径φ 90 mm

　 控除 0.006 ㎡

As

舗装 舗装

0.050 0.050

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.800 機　械 埋　戻

0.890 0.640 掘　削 再生砕石 0.650

0.090

DCIP-GX

φ 75 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.640 ㎥ 0.38  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.740 - 0.006 ㎥ 0.44  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.380 ㎥ 0.38  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 25

その他車道

掘削幅 B= 0.600

密粒度As 0.050

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 20 mm 外径φ 20 mm

　 控除 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

路盤

d= 0.100

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.700 0.400 掘　削 再生砕石 0.200

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.100

0.200

0.100

PP

φ 20 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.400 ㎥ 0.24  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.100 ㎥ 0.06  

残土運搬・処分工 土砂 0.240 ㎥ 0.24  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

県道車道

掘削幅 B= 0.600

加熱安定処理工

機械掘削
（鉱滓）

粒調砕石 0.100

土工単位数量計算書 掘削断面 26

工  種 形状寸法 単位

密粒度As

粗粒度As

加熱安定処理工 0.100



布設管路 φ 20 mm 外径φ 20 mm

　 控除 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓 路盤

0.200 0.120

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.700 0.470 掘　削 再生砕石 0.350

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.100

0.200

0.100

PP

φ 20 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.470 ㎥ 0.28  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.350 ㎥ 0.21  

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.280 ㎥ 0.28  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 27

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.600

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.120



布設管路 φ 20 mm 外径φ 20 mm

　 控除 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

鉱滓 路盤

0.200 0.100

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.700 0.450 掘　削 再生砕石 0.300

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.100

0.200

0.100

PP

φ 20 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.450 ㎥ 0.27  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.300 ㎥ 0.18  

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.270 ㎥ 0.27  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

密粒度As

粗粒度As

機械掘削
（鉱滓）

土工単位数量計算書 掘削断面 28

県道歩道乗入

掘削幅 B= 0.600

工  種 形状寸法 単位

粒調砕石 0.100



布設管路 φ 20 mm 外径φ 20 mm

　 控除 ㎡

As

ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ

0.060 0.060

砂 砂

0.030 0.030

路盤

d= 0.100

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.700 0.610 掘　削 再生砕石 0.310

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.100

0.200

0.100

PP

φ 20 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装版取外工 t=6cm 再利用 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 砂含む 0.600 × 0.640 ㎥ 0.38  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.310 ㎥ 0.19  

埋戻工 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

残土運搬・処分工 土砂 0.380 ㎥ 0.38  

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装復旧工 t=6cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

再生砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

土工単位数量計算書 掘削断面 29

機械掘削
（洗い砂）

市道歩道一般
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

掘削幅 B= 0.600

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

0.100

0.030

0.060

単位工  種 形状寸法

再生砕石

洗い砂



布設管路 φ mm 外径φ mm

　 控除 2.3 ㎡

As

舗装 舗装

0.06 0.06

砂 砂

0.03 0.03

路盤

h= 0.10

H= 機　械

2.215 2.125 掘　削 2.025 1.775

減圧弁ピット

0.10

0.15

計　　算　　式 ｍ当り

数量

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装版取外工 t=6cm 1.000 × 2.300 ㎡ 2.30  

機械掘削工 機械 2.300 × 2.155 ㎥ 4.96  

ピット 均しコン 基礎砕石

埋戻工 再生砕石 2.300 × 2.025 - 2.485 - 0.160 - 0.240 ㎥ 1.77  

残土運搬・処分工 土砂 4.96 ㎥ 4.96  

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

舗装復旧工 t=6cm (2.300 - 1.400 )× 1.000 ㎡ 0.90  

再生砕石

路盤工 t=10cm (2.300 - 1.400 )× 1.000 ㎡ 0.90  

軽量鋼矢板

矢板建込工 支保工2段 1.000 × 1 ｍ 1.00  

基面整正 2.600 × 1.600 = 4.160 ㎡ 4     

基礎砕石

基礎砕石 t=15cm 2.600 × 1.600 = 4.160 ㎡ 4     

均しコンクリート t=10cm 2.600 × 1.600 × 0.100 = 0.416 ㎥ 0.4   

単位

腹起し 腹起し

均しコン

基礎砕石

根入れ20cm以上

軽量鋼矢板 1.60

腹起し 腹起し 0.10

埋　戻

再生砕石

工  種 形状寸法

0.06

軽量鋼矢板

0.03機械掘削

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ
ﾌﾞﾛｯｸ

土工単位数量計算書 掘削断面 30

市道歩道一般
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

掘削幅 B= 2.30

躯体幅 1.40

※掘削幅=基礎幅+作業幅0.3*2+矢板0.035*2=2.27≒2.30



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.100 0.050

鉱滓

0.200

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 0.570 掘　削 再生砕石 0.550

0.270

SUS

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.570 ㎥ 0.34  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.820 - 0.057 ㎥ 0.44  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.100 ㎥ 0.06  

残土運搬・処分工 土砂 0.260 ㎥ 0.26  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

残土運搬・処分工について

単位

 　※ 0.84 ÷ 3.2 = 0.26 ｍ3/ｍ

 　掘削断面32へ補填する土量は、0.25ｍ3。掘削断面31で発生する残土量は、機械掘削工 0.34ｍ3 ×掘削延
長 3.2ｍ＝1.09ｍ3。従って、掘削断面31で発生する残土は、1.09 - 0.25 = 0.84ｍ3となる。

 　上記表では、1ｍ当りの数量を記載する為、0.84ｍ3 を掘削延長 3.2ｍで割り戻して算出する。

機械掘削
（鉱滓）

工  種

土工単位数量計算書 掘削断面 31

形状寸法

県道車道

掘削幅 B= 0.600

密粒度As



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 0.050 舗装

0.050 0.050 0.100

路盤

0.100

路盤

d= 0.100

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 掘　削 再生砕石 0.300

0.270

SUS

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.820 - 0.057 ㎥ 0.44  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.570 ㎥ 0.34  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.050 ㎥ 0.03  

残土運搬・処分工 土砂 0.440 ㎥ 0.44  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粗粒度As

舗装復旧工 t=5cm ﾀｯｸ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

路盤工 t=10cm ﾌﾟﾗｲﾑ 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=10cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石 0.100

土工単位数量計算書 掘削断面 31-T

県道車道

掘削幅 B= 0.600

密粒度As

工  種 形状寸法 単位

加熱安定処理工

粗粒度As

0.820

加熱安定処理工 0.100



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

鉱滓

0.200

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 0.640 掘　削 発生土 0.570

0.270

SUS

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版切断工 t=15cm以下 1.000 × 2 ｍ 2.00  

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.640 ㎥ 0.38  

機械掘削工（鉱滓） 機械 0.600 × 0.200 ㎥ 0.12  

埋戻工 発生土 0.600 × 0.840 - 0.057 ㎥ 0.45  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 鉱滓 0.120 ㎥ 0.12  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

機械掘削工（鉱滓） 機械 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

埋戻しと残土運搬・処分工について

 　補填する土量は、0.07×3.50ｍ(掘削延長）＝0.25ｍ3となる。

機械掘削
（鉱滓）

工  種 形状寸法 単位

 　掘削断面32で発生する土砂は、0.38ｍ3/ｍで、埋戻しに必要な土量 0.45ｍ3/ｍに対して、0.07ｍ3/ｍが不
足する。この不足分を掘削断面31の土砂で補填する。従って、掘削断面32では、残土運搬・処分工は発生しな
い。

土工単位数量計算書 掘削断面 32

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.600

0.030密粒度As



布設管路 φ 250 mm 外径φ 270 mm

　 控除 0.057 ㎡

As

舗装 舗装

0.030 0.030

路盤

0.120

d=

H= 0.600 機　械 埋　戻

0.870 掘　削 再生砕石 0.450

0.270

SUS

φ 250 mm

計　　算　　式 ｍ当り

数量

As

舗装版取壊工 t=10cm以下 1.000 × 0.600 ㎡ 0.60  

機械掘削工 機械 0.600 × 0.840 - 0.057 ㎥ 0.45  

埋戻工 再生砕石 0.600 × 0.720 ㎥ 0.43  

残塊運搬・処分工 As殻 0.600 × 0.030 ㎥ 0.02  

残土運搬・処分工 土砂 0.450 ㎥ 0.45  

密粒度As

舗装仮復旧工 t=3cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

粒調砕石

路盤工 t=12cm 0.600 × 1.000 ㎡ 0.60  

土工単位数量計算書 掘削断面 32-T

県道歩道一般

掘削幅 B= 0.600

密粒度As 0.030

工  種 形状寸法 単位

0.840

粒調砕石 0.120



仮設材賃料計算

土留延長

　H=2.0m 3.80 + 3.30 7.10 ｍ

日進 単位重量

A：重量 10.40
単位重量 両面 枚/m

　H=2.0m 3.80 * 20.80 * 2 * 4 632.3 ｋｇ

ａ：供用日数 ( H=2.0m ) + + 日
2026年1月 建物 P810 円/t・日 F1000

ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P286 円/t・日 円
2026年1月 建物 P810 円/t F1001

Ｃ：１現場当り修理費及び損耗費 2026年1月 積資 P286 円/t 円
転用回数

Ｋ：補正率 ( H=2.0m ) *( + )
ｍ ａ Ｃ Ｋ A

Ｆ：軽量鋼矢板賃料 ( H=2.0m ) ( * + * )* 円

F0001 円
アルミ腹起し　長4000 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1002
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1003
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：アルミ腹起し                    F0002 * * + * 円

水圧サポート調整長590～900 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1004
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1005
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：水圧サポート                  F0003 * * + * 円

水圧ポンプ　15～19ℓ 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1006
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1007
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：水圧ポンプ                    F0004 * * + * 円

合計 円
矢板 矢板 腹起し サポート ポンプ

仮設材運搬 632.3 59.6 12.4 24.6 0.729 t

仮設材等の積込み・取卸し 0.729 t

矢　板　計　算　書 （補助）



仮設材賃料計算

土留延長

　H=2.5m 2.40 2.40 ｍ

日進 単位重量

A：重量 10.40

単位重量 両面 枚/m
　H=2.5m 2.40 * 26.00 * 2 * 4 499.2 ｋｇ

ａ：供用日数 ( H=2.5m ) + + 日
2026年1月 建物 P810 円/t・日 F1000

ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P286 円/t・日 円
2026年1月 建物 P810 円/t F1001

Ｃ：１現場当り修理費及び損耗費 2026年1月 積資 P286 円/t 円

転用回数

Ｋ：補正率 ( H=2.5m ) *( + )

ｍ ａ Ｃ Ｋ A
Ｆ：軽量鋼矢板賃料 ( H=2.5m ) ( * + * )* 円

F0400 円
アルミ腹起し　長3000 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1008
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1003
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：アルミ腹起し                    F0401 * * + * 円

水圧サポート調整長1500～2200 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1009
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1010
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：水圧サポート                  F0402 * * + * 円

水圧ポンプ　15～19ℓ 2026年1月 建物 P819 円/本・日 F1006
ｍ：市場単価 2026年1月 積資 P297 円/本・日 円

2026年1月 建物 P819 円/本 F1007
Ｃ：基本料 2026年1月 積資 P297 円/本 円

ｍ ａ 本 Ｃ 本
Ｆ：水圧ポンプ                    F0403 * * + * 円

合計 円
矢板 腹起し サポート ポンプ

仮設材運搬 499.2 44.8 43.2 24.6 0.612 t

仮設材等の積込み・取卸し 0.612 t

矢　板　計　算　書 （単独）



兵　庫　県　　加　東　市

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事 業

老　朽　配　水　管　布　設　替　工　事　（　高　区　系　統　第　５　工　区　）

実　施　設　計　図

令　和　７　年　度



番 号 図 面 名 称 縮 尺 摘 要

1 位置図 1：10,000

2 配管区分図 1：2,500

3 配管平面図（その１） 1：500

4 配管平面図（その２） 1：500

5 配管詳細図（その１） Non

6 配管詳細図（その２） Non

7 減圧弁ピット図 1：20

8 掘削断面図（その１） Non

9 掘削断面図（その２） Non

10 掘削断面図（その３） Non

11 掘削断面図（その４） Non

12 掘削断面図（その５） Non

13 掘削断面図（その６） Non

14 掘削断面図（その７） Non

15 縦断図（その１） V=1:100,H=1:500

16 縦断図（その２） V=1:100,H=1:500

17 縦断図（その３） V=1:100,H=1:500

18 横断図（その１） 1：100

19 横断図（その２） 1：100

20 弁室構造図 Non

矢板建込土留図 Non 参考図

図　　　　　　面　　　　　　目　　　　　　録　
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縮尺　　1:10,000

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

加    東    市

老朽配水管布設替工事

位置図

25

生活基盤施設耐震化等交付金事業

葉

令和７年度

1

凡　例

施工範囲

別工事

位置図　Ｓ＝１：１０,０００

（高区系統第５工区）

滝野浄水場

兵庫教育大学
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国
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中区配水池

付属小学校

滝野社インター

生活基盤施設耐震化等交付金事業

老朽配水管布設替工事（第５工区） 施工箇所

20

社会資本整備総合交付金事業

社会資本整備総合交付金事業
老朽配水管布設替工事（第５工区）施工箇所
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葉

（高区系統第５工区）
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2NO-0-1

掘削断面 15 L=31.4m

掘削断面 17 L=8.4m

掘削断面 18
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掘削断面 15 L=86.9m
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R-3

DCIP-GXφ250 管延長L=231.1m 総延長L=233.5m

掘削断面 16

L=1.5m

掘削断面 13

L=71.7m

掘削断面 15

L=2.6m

（単独）

掘削断面 15

L=5.0m

（単独）

掘削断面 17

L=5.0m

（単独）

掘削断面 17

L=5.0m

（単独）

掘削断面 17

L=5.0m

（単独）

掘削断面 17

L=1.3m

（単独）

掘削断面 17

L=5.0m

（単独）

掘削断面 15

L=5.0m

R-3枝1（単独）

DCIP-GXφ100

管延長L=5.8m 総延長L=6.3m

掘削断面 22

L=3.8m

掘削断面 23

L=2.5m

（単独）

掘削断面 15

L=5.0m

（単独）

掘削断面 15

L=5.0m

（単独）

掘削断面 13

L=5.0m
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不断水断面 4 L=1.0m

不断水断面 1 L=1.6m

不断水断面 5 L=1.0m

不断水断面 2 L=1.4m

掘削断面 30 L=2.4m

既設仕切弁室撤去工

既設空気弁室撤去工

既設仕切弁室撤去工

既設仕切弁室撤去工

既設仕切弁室撤去工

既設消火栓室撤去工
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（GX）曲管φ300×22°1/2VB

（GX）曲管φ300×22°1/2VB

（GX）両受曲管φ300×22°1/2VB

（GX）曲管φ300×22°1/2VB

（GX-G）甲切管φ300×4,600

（GX-G）乙切管φ300×1,300

（GX）曲管φ300×45°VB

（GX）曲管φ300×45°VB

（GX）曲管φ300×45°VB

（GX）両受曲管φ300×45°VB

（GX-G）甲切管φ300×1,600

（GX-G）乙切管φ300×1,000

（GX）F付丁字管φ300×75

ボール形補修弁φ75×100H

地下式単口消火栓φ75

（GX-G）甲切管φ300×1,700

（GX）両受曲管φ300×45°VB

（GX）両受曲管φ300×45°VB

（GX）両受曲管φ300×45°VB

（GX）曲管φ300×45°VB

（G-G）乙切管φ300×1,000

（G-G）乙切管φ300×1,000

（GX-G）乙切管φ300×1,000

（GX）２受丁字管φ300×100

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ300

（GX）挿受片落ち管φ100×75

（GX）曲管φ75×11°1/4

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ75

（GX-G）乙切管φ75×1,000

（GX）短管２号φ75

VP用V型不断水丁字管φ75×75

（GX）両受曲管φ75×45°VB

（GX）曲管φ75×45°VB

（GX-G）乙切管φ250×3,000

（GX）曲管φ250×45°

（GX）曲管φ250×45°

地下式単口消火栓φ75

（GX）曲管φ250×45°VB

急速空気弁φ25

（GX）受挿片落ち管φ300×250

（GX-G）甲切管φ250×3,600

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX）F付丁字管φ300×75

ボール形補修弁φ75×100H

（GX）曲管φ250×45°VB

（GX）曲管φ250×45°VB

（GX）曲管φ250×45°

（GX-G）甲切管φ250×800

（GX-G）甲切管φ250×1,500

（GX-G）甲切管φ250×3,500

（GX）F付丁字管φ250×75

ボール形補修弁φ75×100H

（GX-G）甲切管φ300×3,300
（VP）メカ帽φ75（特押なし）

VP用不断水仕切弁φ75

（VP）メカ帽φ75（特押あり）

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX-K）乙切管φ250×1,000

鋳鉄用ジョイント 250A

SUS（G型）接続短管（受受）250A

SUS（G型）フレキ管 250A

SUS（G型）45°エルボ 250A

SUS（G型）45°エルボ 250A

鋳鉄用ジョイント 250A

（K）メカ帽φ250（特押なし）

（GX）曲管φ250×45°VB

（GX）曲管φ250×45°VB

（GX-G）甲切管φ250×2,700

（GX-G）甲切管φ250×4,000

（GX）継輪φ250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

SUS（G型）直管 250A4,000L

SUS（G型）直管 250A×500L

SUS（G型）撤去用直管 250A

配管詳細図（その１）Ｓ＝Non

R-1

DCIP-GXφ300

R-2

DCIP-GXφ300

R-2枝1（単独）

DCIP-GXφ75

R-2枝2

DCIP-GXφ250

R-2

DCIP-GXφ250

R-2へ

（その２）へ

R-1へ

SUS250A

全

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

加    東    市

葉

老朽配水管布設替工事

配管詳細図（その１）

令和７年度

5

凡　　例

DCIP-GX（ライナ有）

DCIP-GX（ライナ無）

DCIP-GX（G-Link）

（高区系統第５工区）

縮尺　　Non 20

社会資本整備総合交付金事業
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（GX-G）甲切管φ300×1,200

（GX-G）乙切管φ300×1,900

（GX）曲管φ300×22°1/2VB

（GX）曲管φ300×22°1/2VB

（GX）両受曲管φ300×22°1/2VB

（GX）曲管φ300×22°1/2VB

256

257
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（単独）
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（G-K）乙切管φ250×2,700
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（GX）曲管φ250×22°1/2VB

（GX）両受曲管φ250×22°1/2VB

（GX-G）乙切管φ250×3,000

（GX-G）甲切管φ250×1,300（単独）

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX）２受丁字管φ250×100

（GX-G）甲切管φ250×2,000

地下式双口消火栓φ100

（GX）F付丁字管φ250×75

（GX）曲管φ250×45°

（GX）曲管φ250×45°

（GX-G）甲切管φ250×800

既設PEφ20

PEソケットφ20

PE分止水栓ソケットφ20

サドル分水栓 DCIP用φ250×20

掘削断面 27 L=1.0m

既設PEφ25

PEソケットφ25

PE分止水栓ソケットφ25

サドル分水栓 DCIP用φ250×25

掘削断面 28 L=1.0m

既設PEφ50

PEソケットφ50

PE分止水栓ソケットφ50

サドル分水栓 DCIP用φ250×50

掘削断面 28 L=1.0m

既設PEφ20

PEソケットφ20

PE分止水栓ソケットφ20

サドル分水栓 DCIP用φ250×20

掘削断面 28 L=1.0m

既設PEφ20

PEソケットφ20

PE分止水栓ソケットφ20

サドル分水栓 DCIP用φ250×20

掘削断面 26 L=2.0m

掘削断面 29 L=1.0m

片落ちフランジ短管φ100×75

密着コアφ20 密着コアφ20

密着コアφ20

密着コアφ25 密着コアφ50

（K）メカ帽φ100（特押なし）

（K）メカ帽φ100（特押あり）

CIP用不断水仕切弁φ100

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ100

（GX-G）乙切管φ100×1,000

（GX-G）乙切管φ100×1,000

（GX）継輪φ100

（GX）曲管φ100×45°

（GX）曲管φ100×45°

（GX-G）甲切管φ100×2,700

（GX）短管１号φ100

CIP用V型不断水丁字管φ100×100

（GX）継輪φ200

（GX-G）甲切管φ200×1,000

（GX）受挿片落ち管φ250×200

（GX-G）乙切管φ250×2,900

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

減圧弁室φ200 別紙詳細図

（GX-G）甲切管φ250×4,700

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX-G）乙切管φ250×1,800

（GX-G）乙切管φ250×1,800

（GX）継輪φ250

（GX）短管１号φ250

（フランジ）ソフトシール仕切弁φ250

CIP用F型不断水丁字管φ250×250

（K）メカ帽φ150（特押なし）

（GX）受挿片落ち管φ150×100

（GX）受挿片落ち管φ200×150

（GX）受挿片落ち管φ250×200

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX）２受丁字管φ250×250

CIP用V型不断水丁字管φ100×100

（GX）短管２号φ100

（GX）継輪φ100

（GX-G）乙切管φ100×2,800

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ100

（GX-K）乙切管φ100×2,000

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ100

（GX）曲管φ100×45°VB

（GX）両受曲管φ100×45°VB

（GX-G）甲切管φ100×1,000

（GX）２受丁字管φ100×100

（GX-G）甲切管φ100×2,100

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ100

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX-G）乙切管φ250×2,500

（GX）受挿片落ち管φ250×200

（GX）短管１号φ200

（K）メカ帽φ250（特押あり）

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX）両受ソフトシール仕切弁φ250

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX-G）乙切管φ250×1,000

（GX-G）乙切管φ250×1,000

（GX）受挿片落ち管φ250×200

（GX）受挿片落ち管φ200×150

（GX）曲管φ150×90°

（GX-K）甲切管φ150×1,000

CIP用V型不断水丁字管φ200×200

（GX）曲管φ250×22°1/2VB

（GX）曲管φ250×22°1/2VB

（GX-G）甲切管φ250×4,200

PEキャップφ20 PEキャップφ20

PEキャップφ20

PEキャップφ25 PEキャップφ50

（K）メカ帽φ150（特押あり）

（K）メカ帽φ250（特押なし）

ボール形補修弁φ100×200H

配管詳細図（その２）Ｓ＝Non

R-3

DCIP-GXφ250

R-3枝1（単独）

DCIP-GXφ100

給水詳細図

R-3枝2（単独）

DCIP-GXφ250

R-3（単独）

DCIP-GXφ100

（その１）へ

R-3枝3

DCIP-GXφ250

R-3ドレン（単独）

DCIP-GXφ150

全

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

加    東    市

葉

生活基盤施設耐震化等交付金事業

6

凡　　例

DCIP-GX（ライナ有）

DCIP-GX（ライナ無）

DCIP-GX（G-Link）

老朽配水管布設替工事

配管詳細図（その２）

令和７年度

（高区系統第５工区）

縮尺　　Non 20
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既設管CIPφ250
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6

G

（GX）２受丁字管φ250×250

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（GX）受挿片落ち管φ250×200

（GX）受挿片落ち管φ200×150

（G-G）乙切管φ250×800

VCジョイントφ150

（GX-K）甲切管φ150×800

HIVP-RR エルボφ150×90°

HIVP-RR 乙切管φ150×500

HIVP-RR エルボφ150×90°

（GX-G）甲切管φ250×4,300

5NO.0

将来工事

（GX）受挿しソフトシール仕切弁φ250

（G-G）乙切管φ250×1,500

（G-G）乙切管φ200×1,000

（GX）曲管φ250×11°1/4

（GX）継輪φ250

（GX）曲管φ250×45°

（GX）継輪φ200

（GX）挿し受片落ち管φ250×200

4NO.26

4NO.26+8.50

Ｈ
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（単独）

（単独）

（単独）

（単独）

（単独）

（単独）

（単独）

（単独）

（単独）
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社会資本整備総合交付金事業
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個数品　　　名 材　料 摘　　要符号

4

調コンリングH=100×1（φ900）

7

21 3 5

200A

GX挿し口加工

200A

GX挿し口加工

敷きモルタル

敷きモルタル 10mm程度

200A

GX挿し口加工
200A

GX挿し口加工

　レジンコンクリート製架台/工場組立　

6

再生砕石

均しコンクリート

再生砕石

均しコンクリート

9 1110

ス　ト　レ　ー　ナ9 F C D 1 200A

伸縮管（調整ボルト付）10 SUS304 1 200A

減圧弁(少流量対応型)11 F C D 1 200A

6

1 1 DRB-20型

マンホール蓋（親子蓋）

締め付け金具

レジコン弁室

片フランジ短管

ドレン（防水栓）

調コンリング

ステップ

2 1 H=100（φ900）

3 SS400 1s

4 SUS403 5

5 F C D 1s

6 F C D 2 200A×1000L

7 塩化ビニル 1 50A

レジン

コンクリート

セメント

コンクリート

ポリプロピレン

防錆被覆付

φ900×φ600

（T-25）

（GX挿し口加工）

減圧弁ピット図　Ｓ＝１：２０

平面図

側面図 断面図

（単独）

全

縮尺　　 1:20

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

加    東    市

令和７年度

葉

老朽配水管布設替工事

減圧弁ピット図
7

生活基盤施設耐震化等交付金事業

（高区系統第５工区）
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0
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2
0

1
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2
0
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0

2
0
0

1
0
0

1
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2
5
0

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=10cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

既設CIPφ100 既設CIPφ100

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=10cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

既設CIPφ100 既設CIPφ100

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

既設CIPφ250 既設CIPφ250

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

既設CIPφ200 既設CIPφ200

路盤工 再生砕石

加熱安定処理工

再生粗粒度As t=5cm

加熱安定処理工

再生粗粒度As t=5cm

機械掘削（鉱滓）機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）

不断水断面 4　県道車道As 不断水丁字部

既設φ100×分岐φ100 d=1.00

不断水断面 3　県道車道As 不断水仕切弁部

既設φ100 d=1.00

不断水断面 1　県道歩道一般As 不断水丁字部

既設φ250×分岐φ250 d=1.00

不断水断面 2　市道歩道一般As 不断水丁字部

既設φ200×分岐φ200 d=1.00

掘削断面図（その１）　Ｓ＝Non

全

縮尺　　Non

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

加    東    市

葉

老朽配水管布設替工事

掘削断面図（その１）

生活基盤施設耐震化等交付金事業

令和７年度

（高区系統第５工区）
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機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ300

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

路盤工 粒調砕石

人力掘削

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

既設CIPφ100 既設CIPφ100

路盤工 粒調砕石

既設CIPφ75 既設CIPφ75

既設CIPφ75 既設CIPφ75

機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）

掘削断面 8　県道歩道一般As DCIP-GXφ300 d=1.50（矢板施工）

不断水断面 7　その他車道As 不断水丁字部

既設φ75×分岐φ75 d=1.00

不断水断面 6　その他車道As 不断水仕切弁部

既設φ75 d=1.00

不断水断面 5　県道歩道一般As 不断水丁字部

既設φ100×分岐φ100 d=1.00

掘削断面図（その２）　Ｓ＝Non

全

縮尺　　Non

加    東    市

葉

老朽配水管布設替工事

掘削断面図（その２）

生活基盤施設耐震化等交付金事業

令和７年度

（高区系統第５工区）

兵庫県　加東市　藤田地内ほか
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機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ300

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ300

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ300

埋設表示シート

再生密粒度As t=3cm

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ300

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=10cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

加熱安定処理工

再生粗粒度As t=5cm

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓）
機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓）

掘削断面 10　県道歩道一般As DCIP-GXφ300 d=0.80

掘削断面 12　県道歩道乗入As DCIP-GXφ300 d=0.80

掘削断面 11　県道歩道一般As DCIP-GXφ300 d=0.60掘削断面 9　県道歩道一般As DCIP-GXφ300 d=1.20（矢板施工）

掘削断面 13　県道車道As DCIP-GXφ250 d=0.80 掘削断面 14　県道歩道一般As DCIP-GXφ250 d=1.20

掘削断面図（その３）　Ｓ＝Non

全

縮尺　　Non

加    東    市

葉

老朽配水管布設替工事

掘削断面図（その３）

生活基盤施設耐震化等交付金事業

令和７年度

（高区系統第５工区）

兵庫県　加東市　藤田地内ほか
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機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=3cm

再生砕石

再生密粒度As t=3cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ取外 t=6cm

再生砕石

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=6cm

舗装復旧（再使用）
掘削断面 復旧断面

DCIP-GXφ250

埋設表示シート

路盤工 再生砕石

洗い砂

機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓）

掘削断面 15　県道歩道一般As DCIP-GXφ250 d=0.80 掘削断面 17　県道歩道乗入As DCIP-GXφ250 d=0.80掘削断面 16　県道歩道一般As DCIP-GXφ250 d=0.60

掘削断面 18　県道歩道乗入As DCIP-GXφ250 d=0.60 掘削断面 20　市道車道As DCIP-GXφ250 d=0.80掘削断面 19　市道歩道一般ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ DCIP-GXφ250 d=0.80

掘削断面図（その４）　Ｓ＝Non

全

縮尺　　Non

加    東    市

葉

老朽配水管布設替工事

掘削断面図（その４）

生活基盤施設耐震化等交付金事業

令和７年度

（高区系統第５工区）

兵庫県　加東市　藤田地内ほか

20
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機械掘削 再生砕石

掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ150

埋設表示シート

As舗装取壊 t=5cm 再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧

路盤工 粒調砕石

機械掘削 再生砕石

掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ100

埋設表示シート

As舗装取壊 t=10cm 再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧

路盤工 粒調砕石

機械掘削 再生砕石

掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ100

埋設表示シート

As舗装取壊 t=5cm 再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧

路盤工 粒調砕石
加熱安定処理工

再生粗粒度As t=5cm

機械掘削（鉱滓）
機械掘削（鉱滓）

機械掘削（鉱滓）

As舗装取壊 t=10cm

再生砕石

掘削断面 仮復旧断面

給水管

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽ

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧

再生粗粒度As t=5cm

加熱安定処理工

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ75

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

As舗装取壊 t=5cm

再生砕石

再生密粒度As t=5cm

舗装仮復旧
掘削断面 仮復旧断面

DCIP-GXφ75

埋設表示シート

路盤工 粒調砕石

機械掘削

機械掘削（鉱滓）機械掘削（鉱滓） 機械掘削（鉱滓）
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仕 様 書 

           第１章総則  

 第 １ 条             （ 目 的 ） 

この仕様書は、加東市が行う配管工事の施工の適正を期するため、監督員及び 

受注者が遵守しなければならない工事の仕様を示すことを目的とする。 

 第 ２ 条             （ 適 用 ） 

この仕様書は、令和７年度 社会資本整備総合交付金事業 老朽配水管布設替

工事（高区系統第５工区）の施工に適用する。 

 第 ３ 条             （用語の定義） 

次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

１．監督員  市長に代わって工事の施工を指示監督する職員のこと。 

２．指 示  監督員が受注者に工事の施工に関する方針、基準、計画等を示 

し実施させること。 

      ３．承 認  受注者が監督員に報告し、監督員が了解すること。 

      ４．協 議  監督員と受注者が協議すること。 

      ５．立会い  受注者が監督員に申し出て、監督員が現場に臨むこと。 

 第 ４ 条             （施工計画） 

      受注者は契約締結後、次の各号の手続を行うこと。 

１．工事着手は契約締結日の翌日とし、工事施工計画及び下請人等通知書、主 

任技術者等経歴書、請負代金内訳書、工程表を監督員に提出すること。な 

お、現場代理人と主任技術者は兼ねることができる。 

２．受注者は、工事着工前（契約書に定める工事着手日以降３０日以内）に施 

工計画書を監督員に提出すること。 

３．工程表その他を変更するときは、その都度監督員に届け出て、監督員の指 

示に従うこと。 

４．設備関係及び主要工事について、監督員の指示する工程会議に出席し、打 

合せ議事録を５日以内に提出すること。 

 第 ５ 条（受注者の負担） 

受注者は、次の各号に要する軽微な費用について負担しなければならない。 

１．軽易な事項で設計図書又は本仕様書に明記していないことでも、施工上あ 

るいは、使用上欠くことのできない材料及び作業の費用。 

２．施工上障害となる地下、地上の物件の取り除き、原形復旧又は保護設備の 

設置、工事により生じた不用物品の跡片付けに要する費用。 

３．各種試験検査及び工事写真、完成図面の作成等に要する費用。 

４．設計図に明示されなくとも必要な仮橋、仮道、仮水路、交通標識及び防災 

保安上必要な仮設備の設置並びに原形復旧に要する費用。 

５．道路で施工中の交通整理費及び道路維持に要する費用。 

６．工事用電力及び水道設備の設置費、撤去費並びに使用料金。 

７．その他、受注者の責めに帰する事項に要する費用。 

 第 ６ 条             （使用材料） 

１．使用材料は、加東市の支給する材料を除き受注者が調達すること。なお、支給 
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材料は所定の場所に運搬、保管し、残品は監督員の指示する場所に返納するこ 

と。 

２．受注者は、支給材料及び貸与品を慎重に取り扱い、破損や紛失したときは、監 

督員の指示に従い補修または賠償しなければならない。ただし、賠償の場合は 

現物弁償を原則とする。 

３．受注者が調達する配管材で上水道規格品については、日本水道協会検査員の検 

収済材料を使用すること。特殊製品については、性能立会検査を行い合格した 

ものを使用する。また、管材料を工事に使用するときは、その都度、種類、員 

数、規格、品質等について、日本水道協会発行の検査済証を提出し、監督員の 

承認を受けること。 

４．使用材料の適用規格は次の規格とする。 

ＪＩＳ   ＪＷＷＡ   ＪＥＭ   ＪＥＣ   ＪＣＳ 

電気用品取締法    その他関係諸規格 

 第 ７ 条（工事現場管理） 

１．受注者は、現場代理人を工事現場に常駐させ、工事に関する一切の事項（労働 

関係法規、道路交通関係法規、公害防止関係法規、危険物取扱関係法規、電気 

設備技術基準、内線工事基準、土木工事安全施工技術指針（建設省大臣官房技 

術参事官、昭和４３年６月）、消防法、その他工事施工上必要な法規）を遵守 

し、工事の円滑な進捗を図るとともに、諸法規の運用は、受注者の負担と責任 

において行われなければならない。 

２．受注者は、一般通行人が見やすい場所に工事名、工期、事業主体名、受注者の 

住所氏名並びに現場代理人の氏名を記入した大型の標示板を設置すること。特 

に道路に関する工事を行うときは、道路管理者、監督員及び所轄警察署と協議 

し、道路標識令、道路工事現場における標示施設等の設置基準（建設省道路局 

長通知 昭和３７年８月３０日）及びその他の基準に基づき、柵、道路標識、 

危険標識、夜間赤色注意灯等を設置し、安全交通に必要な万全の処置を講じな 

ければならない。 

３．受注者は監督員の指示により、作業方法、材料機器の搬入、盗難、火災予防の 

警備方法等について概略説明書を提出し、承認を得ること。 

４．受注者は監督員の指示により、工事施工によって生じた現場発生品を集積し、 

搬出し、場内を清潔にするとともに、適切な防火、防災対策を講じなければな 

らない。 

５．受注者は、工事中又は引渡し完了までの仮設備、材料並びに機器の盗難、火 

災、破損等の被害に備え充分に警備をすること。 

６．受注者は、工事現場が隣接し又は同一場所において別途工事がある場合は、常 

に相互協調して紛争を起こさないよう処置しなければならない。 

７．受注者は、工事施工中､監督員の許可なく流水及び水陸交通の妨害となる行為 

  又は公衆に迷惑を及ぼす施工等をしてはならない。 

８．受注者は、市街地における工事は、市街地土木工事公衆災害防止対策要網（建 

設省事務次官通達 昭和３９年１０月１日付）に準拠して災害の防止に努めな 

ければならない。 

９．豪雨、出水、その他天災に対しては、平素から気象予報などについて充分な注 
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意を払い、常にこれに対処できる準備をしておかなければならない。 

１０．火薬、ガソリン、電気等の危険物を使用する場合には、その保管及び取扱いに 

ついて、関係法令の定めるところに従い、万全の方策を講じなければならない。 

なお、火薬類を使用し工事を施工するときは、あらかじめ監督員の承認を得る 

こと。 

１１．工事施工について住民の生活、営業に支障を及ぼすおそれがあるときは、近隣 

住民と協議の上、支障のないように工法及び使用機器を検討し、監督員の承認 

を得て施工すること。 

１２．受注者は、工事の施工に影響を及ぼす事故、人命に損傷を生じた事故、又は第 

三者に損害を与えた事故が発生したときは、遅滞なくその状況を監督員に報告 

しなければならない。なお、危険防止の設備を怠って生じた事故に対しては、 

受注者の責任で処置すること。 

１３．受注者は、工事用運搬路として道路を使用するときは、常に良好な状態に保持 

するよう努めなければならない。 

１４．受注者は工事施工に際し、現場代理人に、身分を明示した腕章を着用させるこ

と。 

 第 ８ 条（既設物の保護） 

１．工事の施工に支障を及ぼす地上、地下の既設物等は、監督員の承認を得て丁寧 

  に取り除き、又は保護を施し、工事の進捗にともない速やかに原形復旧するこ 

と。 

２．詳細が不明な既設理設管（ガス管、水道管、下水道管、電気ケーブル、電話ケ 

ーブル等）に対しては試験掘を行い、埋設管の位置及び深さを確認の上、必要 

に応じて保護工等を施すこと。なお、試験掘に先立ち関係機関等に立会いを求 

め、立会者から指示があった場合はこれに従うこと。また、ガス管付近の掘削 

を行う場合は、ガス漏等の有無を確認すること。 

 第 ９ 条（官公庁及び関係機関への手続） 

１．受注者は、工事施工のため必要な官公庁及び関係機関に対する諸手続（交通制 

限許可申請書、道路使用許可申請書、仮設物設置許可申請書、移転、移設物申 

請書並びに各種使用届等必要な書類一式の作成）を行って許可を得るものとし、 

書類の様式については監督員の指示を受けること。 

２．道路管理者に提出する着工届、完工届は監督員の指示により受注者が作成し、 

道路等掘削埋戻土の使用、転圧、工事中の状況、舗装復旧及び工事完成の状況 

がわかる写真を添付すること。 

３．受注者は、関係官公庁その他に対して交渉を要するとき又は交渉を受けたとき 

は、遅滞なくその旨を監督員に申し出て協議すること。 

 第１０条             （作業時間） 

１．工事の作業時間は、各種規定、許可及び監督員の指示による。ただし、緊急を 

要する場合は、監督員と協議の上、承認を得て延長すること。 

２．工事施工中、監督員から作業時間の延長又は夜間作業を指示された場合、受注 

者はこれに応じなければならない。 

 第１１条（工事の変更及び中止） 

１．監督員が必要と認める場合は、工事の内容を変更し、若しくは一時中止を指示 
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する。 

２．受注者は、工事に支障を及ぼす天候、その他正当な理由により工期内に工事を 

完成することができないときは、その理由を付して工期の延長を求めることが 

できる。 

 第１２条             （施工管理） 

１．受注者は、兵庫県土木工事施工管理基準などを用いて施工管理を行い、その記 

録を監督員に提出しなければならない。 

２．受注者は監督員の指示により、必要事項を記入した監督日誌を指示のあった日 

の翌日までに提出しなければならない。 

 第１３条             （施工検査） 

１．受注者は、監督員が指示した主要な工事及び工事完成検査の困難な工事につい 

ては、施工順序に従って、段階ごとに検査員の検査を受けて合格した後、次の 

施工に着手しなければならない。 

２．支持力検査、材料検査等の諸検査は、原則として監督員立会いで受注者が行 

い、その結果表をすみやかに監督員に提出し、承認を受けなければならない。 

３．検査に合格した材料でも、使用前又は使用中に不良を発見したときは、監督員 

  の指示により処置すること。 

 第１４条             （提出書類） 

受注者は、次の関係書類を監督員に提出しなければならない。 

１．工事写真 

（１）工事写真を整理編集し、監督員が随時点検できるようにするととも 

に、工事完成の際に提出する。 

（２）撮影は次のものと、監督員が特に指示するものとする。 

ア 着工前の敷地の状況及び隣接建物の状況。 

          イ 工事中、工事の進捗状況並びに工場製作のものは製作の進行状況。 

          ウ 工事完成写真、内外主要箇所。 

          エ 管類等理設深度、位置及び埋設状況を示すもの。（約１００ｍ間 

隔に撮影現場を示す対象物を入れたもの。） 

２．工事完成図面 

工事完成図面「製本(A1)」を作成し、工事完成届に添えて１部提出する。

また、前記のＣＡＤデータ（ＳＸＦ形式）も併せて提出すること。 

第１５条             （仕様の疑義） 

工事施工にあたり図面と現場との状態が一致しないとき又は予期することので 

きない状態を発見したときは、遅滞なく監督員に知らせ指示を受けること。なお、 

処理については協議により決定する。 

 第１６条             （ 検 査 ） 

１．工事完成検査は、工事目的物が設計図書に適合しているかを検査員が確認する 

ものとし、これに合格しないときは、遅滞なく補修又は改造をして、再度検査 

員の検査を受けること。 

２．官公庁及び電力会社等の検査を受ける必要があるときは、受注者がすべての手 

続を代行するものとし、あらかじめ監督員の承認を受けること。 

 第１７条（特許権等の使用）  
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受注者は、工事施工にあたり特許権、その他第三者の権利対象となる機器、施 

工方法等を使用するときは、その使用に関する全ての責任を負うこと。 

 第１８条（契約不適合責任） 

工事完成検査後の契約不適合責任は、契約書によるものとし、道路不陸、漏水 

（通水後）、その他は１箇年、主要構造物、機器等は２箇年とする。 

 第１９条             （跡片付け） 

受注者は、工事が完成したときは、跡埋め、跡片付け及び清掃等を工事期間内 

に完了しなければならない。 

 第２０条             （ そ の 他 ）  

１．本特記仕様書および土木請負工事必携・土木工事共通仕様書・土木工事施工管

理基準に記載のない事項および疑義が生じた場合は、監督員と協議のうえその

指示に従うものとする。 

２．完成図書は、監督員の指定するイージーキャビネットに入れて提出すること。 

 

第２章 管布設工 

 第 １ 条             （ 適 用 ）  

管布設工は、（公社）日本水道協会発行の水道施設設計指針２０１２と本仕様 

書により施工すること。 

 第 ２ 条（配水管の明示） 

１．配水管の明示は、以下の方法で施工すること。 

２．ビニールシートを管上３０ｃｍに埋設する。 

３．ビニールテープ（粘着剤付）を管に一回半巻きする。 

４．巻付け方法 

（１）管長４メートル以下 ３箇所／本 管の両端から１５～２０ｃｍ及び中間 

に１箇所。 

（２）管長５～６メートル  ４箇所／本 管の両端から１５～２０ｃｍ及び中間 

に２箇所。 

（３）特殊管で（１）（２）に該当しない場合はテープの間隔が２メートル以上 

にならないようにすること。 

（４）異形管の場合は受口、サシ口部の端から２０ｃｍの所に巻付けること。 

５．弁栓類部分については明示しない。 

６．明示に使用するビニールテープ及びビニールシートについては監督員の指示す 

るものを使用すること。 

 第 ３ 条             （ 配 管 工 ） 

管の接合に従事する配管工は、（公社）日水協兵庫県支部に定める試験に合格 

した配管工でなければならない。ただし、監督員が特に認めたものについてはこ 

の限りでない。 

 第 ４ 条             （材料検査） 

受注者は、調達管材の検査済証（日本水道協会の発行したもの）を材料使用承 

認願に添付して提出し、監督員の承認を受けること。 

仮設配管工事で使用する配管材料については、水道施設の技術的基準を定める

省令（平成 12 年 2 月 23 日厚生省令第 15 号、以下施設基準という。）第 1 条第
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17 項イ、ロ及びハの要件を備えるものを使用すること。 

 

 第 ５ 条             （ 掘 削 ） 

１．掘削にあたっては、あらかじめ保安設備、土留、排水、覆工、残土処理、その 

  他の必要な準備を整えた上で着手すること。 

２．アスファルトコンクリート舗装、コンクリート舗装の切断は、舗装切断機等を 

使用して切口を直線に施工すること。また、取壊しに当たっては、在来舗装部 

分が粗雑にならないように行うこと。 

３．舗装切断を施工する場合は、保安設備、保安要員等を適切に配置し、交通上の 

安全を確保するとともに、冷却水処理にも注意すること。 

４．掘削は、掘削期間を極力短縮するため、その方法、位置を充分検討して行うこ 

と。 

５．同時に掘削する区域及び一開口部の延長をあらかじめ監督員に報告すること。 

６．機械掘削を行う場合は、施工区域全般にわたり地上及び地下の施設に充分注意 

すること。 

７．床付け及び接合部の掘削は、配管及び接合作業が完全にできるよう所定の形状 

に仕上げること。なお、えぐり掘り等はしないこと。 

８．床付面に岩石、コンクリート塊等の支障物が出た場合は、床付面より１０ｃｍ 

以上取り除き、砂等に置き換えること。 

９．湧水のある箇所の掘削については、土留、排水等を適切に行うこと。 

 第 ６ 条（埋戻・復旧） 

１．管の埋戻しは、厚さ２０ｃｍ毎に締固機で充分締め固め、復旧するとともに、 

  軟弱地盤又は湧水地帯にあっては、湧水及び溜水を排除しながら埋め戻しを行 

  うこと。 

２．工事のための交通制限に起因して掘削箇所以外の道路が損傷した場合は、監督 

員の指示により直ちに復旧すること。 

 第 ７ 条（弁栓鉄蓋等の据付） 

仕切弁、空気弁、消火栓等の鉄蓋は、管方向又は流末方向に文字を直角に据え 

     付けること。 

ドレン部仕切弁の鉄蓋は、排泥弁と明記すること。 

第３章 特記事項 

 第 １ 条（総 則） 

      本工事の施工に当たっては、設計図書によるほか、「土木工事共通仕様書」、

「土木工事施工管理基準」、「土木請負工事必携」、「小型構造物標準図集」（全

て兵庫県県土整備部）、本仕様書によらなければならない。 

 第 ２ 条（工事概要） 

本工事は、加東市基幹管路耐震化計画に基づき、加東市藤田地内ほかの基幹管

路を耐震管に更新することを目的とする。 

 第 ３ 条（工事範囲） 

本工事は、配水管の布設、既設配水管の撤去、給水管の切替え並びに空気弁及 

び消火栓の設置を行うものである。 

 第 ４ 条（管布設工事） 
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本工事場所において、地下埋設物が隣接している箇所では十分な事前調査（試 

掘調査など）を行い、工事に着手すること。 

第 ５ 条（建設副産物の搬出） 

本工事から発生する特定建設廃棄物のうち、Ａｓ殻は、大林道路（株）東条アスフ

ァルト混合所（兵庫県加東市天神１２２８－３９）、鉱滓（スラグ）は、（株）新

生興業加西工場（加西市鎮岩町６９９－７）への搬出を見込んでいる。ただし、上

記施設に関する所在地は積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではな

い。また、運搬に先立ち受入条件などを確認し、監督員に報告すること。 

第 ６ 条（建設発生土の搬出） 

本工事の建設発生土（土砂）は、（株）池安（加東市久米１０１７-７） 

への搬出を見込んでいる。ただし、上記施設に関する所在地は積算上の条件明示 

であり、処理施設を指定するものではない。また、運搬に先立ち受入条件などを 

確認し、監督員に報告すること。なお、加東市が行う他工事に流用するため、監 

督員から搬出先の指示があった場合はこれに従うものとし、設計変更の対象とす 

る。 

第 ７条（舗装の切断作業に伴い発生する濁水等の適正処理） 

(１) 濁水等の適正処理 

舗装の切断作業に伴い発生する濁水等は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

に基づき、下表の分類により、適正に処理すること。 

表 産業廃棄物の分類 

     工法 

区分 
濁水が生じる工法(湿式) 濁水が生じない工法 

(空冷式 等) 

排出形態 濁水※1 紛体 

 

産業廃棄物の 

分類 

 

「汚泥」、含まれる成分によって

は、「汚泥十廃アルカリ混合物」 

(※1乾燥させた場合も同様) 

「がれき類」※2 

(※2政令市等[神戸・尼崎・西宮・明

石・姫路]以外における取吸い。政令

市等における分類は異なる場合があ

るため、別途当該市の環境部局に確

認のこと) 

(２) 濁水が生じる工法での処理方法等 

濁水が生じる工法(湿式)を採用する場合は、産業廃棄物の「汚泥」または「汚 

泥+廃アルカリ混合物」として適正に処理すること。収集・運搬・処理方法は下記 

① ～③のとおりとする。 

①  収集方法 

        以下の収集方法等により、直接現場外に排水することなく、適正に収集する 

こと。なお、これらの方法は指定ではなく、各現場にて適正に収集することが

可能な方法で収集すること。 

<収集方法(例)> 

・濁水を収集する機能を有するカッタ一機械(バキューム式)による収集 

・工事用掃除機による収集 

・濁水をスポンジ等で吸着させバケツ等に移し替えて収集     等 
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②  運搬方法 

  収集した濁水は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の運搬の基準に従い、 

適正に処理すること。 

③  処理方法 

   収集した濁水は、産業廃棄物の「汚泥」として「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」に某づき適正に処理すること。 

なお、収集した濁水に含まれる成分によっては、産業廃棄物の「廃アルカリ」 

との混合物に分類される可能性があるため、処理の際には十分注意すること。 

また、pHl2.5以上の場合は「特別管理産業廃棄物」としての処理が必要となる 

ので十分注意すること。 

「廃アルカリ」や「特別管理産業廃棄物」としての処理が必要となった場合に 

は、その処理方法を監督員と協議の上、適正に処理するものとし、その際に必 

要となる経費については、設計変更の対象とする。 

（３） 濁水が生じない工法での処理方法等 

濁水が生じなし、工法(空冷式等)を採用する場合は、収集にあたり吸引装置を併 

用するなど、粉塵の飛散防止対策を行うとともに、収集した粉塵については、産業 

廃棄物の「がれき類」として適正に処理すること。 

（４） 当初設計における濁水処理費 

当初設計においては、濁水処理費を以下のとおり計上している。①濁水量は実 

施数量(マニフェストで確認)に応じて設計変更を行う。 

  ①濁水量   2.42t (8,000円/t) 

  ②運搬費   普通トラック（３）t 運搬 

  ③処理施設 

廃棄物の 

種類 

施設の 

名称 

運搬 

距離 
所在地 受入等諸条件 その他 

 

「汚泥」 

（株） 

タケベ 

 

17.1 

km 

兵庫県

西脇市

上比延

町 41-1 

土木部の「建設副産物の処 

理ならびに受入価格」に記 

載の当該施設の受入条件を

遵守すること 

 

監督員の 

指示による 

上表は、積算参与条件を明示しているものであり、受人施設を指定するものでは 

ない。受注者は、県登録施設から搬出先施設を選定し、共通仕様書に基づき、施工 

計画書に記載して監督員に提出しなければならない。なお、受注者が選定した施設 

が、積算参考条件と異なる場合においても設計変更は行わない. 

ただし、上表の施設が工事発注後に県登録施設から登録抹消されるなど、受人困 

難となった場合は、設計変更を行う。 

この他、工事発注後に明らかになった事情により、当初想定した積算参考条件 

により難い場台は、監督員と協議の上、必要に応じて設計変更を行う。 

第 ８ 条（交通誘導員の配置） 

本工事の施工に際しては、交通誘導員Ｂを１５３人計上しており、配置場所等

については監督員と協議するものとする。なお、作業中は通行止め及び片側交互

通行を予定している。 
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交通誘導員Ａ：警備業者の警備員（警備業法第２条第４項に規定する警備員 

をいう。）で、交通誘導員警備業務（警備員等の検定等に関す 

る規則第１条第４号に規定する交通誘導警備業務をいう｡）に 

従事する交通誘導警備業務に係る１級検定合格警備員又は２ 

級検定合格警備員 

交通誘導員Ｂ：警備業者の警備員で、交通誘導員Ａ以外の交通の誘導に従事 

するもの 

第 ９ 条（その他） 

１．設計図書に記載なきもの及び不明確な事項については、監督員と協議を行い、 

指示により施工すること。 

２．工事用標示板について 

工事看板は下図を標準とするが、図案が完成した際、事前に監督員に確認を取り了承を 

得てから作成し、設置すること。 

 

※旧タイプの工事看板は使用しないこと。 

 

３．仮設配管に伴う数量は任意のため、設計変更は行わない。 

４．本工事施工は、車両片側交互通行規制で考えている。 

   ５．本工事は、諸手続き完了後に繰越を予定している。 

 

 

 
水 道 管 


